
英語名の直訳では「１世紀植物」と呼ばれ、実際に開花に４０～５０年を要する龍

舌蘭が、信達市場の松山喜紀
まつやまよしのり

さんの土地でつぼみの状態になっています。昭和４０年

代前半に植えられたといわれるこの龍舌蘭は、普段は龍の舌を思わせるトゲをもった

１ｍほどの平べったい葉の集合体で、今年の春先から太い茎を伸ばしはじめ、今では

４～５ｍの高さに達しています。開花期間は１ヶ月程で、一度の開花でこの株はすべ

て枯れてしまうとの事です。場所は国道２６号線市場南交差点を南へ３０ｍほどのと

ころですので、機会があれば一度ご覧になってみてはいかがでしょうか。（７月７日）
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青の龍舌蘭
りゅうぜつらん

が開花の時期を迎えています



３

外
国
為
替
・
先
物

取
引
ト
ラ
ブ
ル

自
宅
に
い
き
な
り
「
短
期
間
で
儲
か
る

話
で
、
説
明
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。」
と

い
う
電
話
が
あ
り
、
承
諾
す
る
と
十
分
も

し
な
い
う
ち
に
自
宅
に
や
っ
て
き
て
、

「
必
ず
儲
か
る
」「
外
貨
預
金
の
よ
う
な
も

の
」
と
い
う
の
で
外
国
為
替
証
拠
金
取
引

を
始
め
た
が
、
勝
手
に
取
引
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
大
き
な
損
失
が
出
た
。「
や
め
た

い
。」
と
い
っ
た
が
「
今
や
め
る
と
損
。」

と
い
っ
て
や
め
さ
せ
て
く
れ
な
い
。

高
齢
者
を
中
心
に
「
必
ず
儲
か
る
」
な

ど
と
言
っ
て
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
や

商
品
先
物
取
引
の
勧
誘
を
受
け
た
、
と
い

う
相
談
が
当
セ
ン
タ
ー
に
も
毎
年
あ
り
ま

す
。「
外
貨
」（
ド
ル
・
ユ
ー
ロ
な
ど
）
と

「
商
品
先
物
」（
原
油
・
大
豆
な
ど
）
と
、

扱
う
商
品
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
相
場
の
変
動
に
左
右
さ
れ
る
リ
ス
ク

の
高
い
取
引
で
す
。
少
な
い
元
手
で
大
き

な
利
益
が
期
待
で
き
る
一
方
、
相
場
が
予

想
に
反
し
た
場
合
、
そ
の
分
損
失
も
非
常

に
大
き
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
元
手
が
少

額
で
も
、
そ
の
十
〜
二
十
倍
の
取
引
が
行

わ
れ
る
た
め
、
一
〇
〇
万
円
の
元
手
で
数

百
万
円
以
上
の
損
失
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
仕
組
み
も
複
雑
で
、

金
融
取
引
に
不
慣
れ
な
消
費
者
に
は
分
か

り
に
く
い
取
引
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
や
め
た
い
。」
と
意
思
表
示
を
し
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
理
由
を
つ
け
て
な
か
な
か
取

引
を
停
止
さ
せ
て
く
れ
ず
、
言
わ
れ
る
ま

ま
に
不
足
額
（
追
証
）
を
請
求
さ
れ
、
預

貯
金
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
深

刻
な
相
談
も
あ
り
ま
す
。

本
年
七
月
一
日
よ
り
「
改
正
金
融
先
物

取
引
法
」
が
施
行
さ
れ
、
外
国
為
替
証
拠

金
取
引
を
行
う
業
者
に
つ
い
て
は
、
勧
誘

を
行
う
際
に
様
々
な
禁
止
行
為
が
設
け
ら

れ
、
広
告
を
す
る
と
き
も
、
リ
ス
ク
や
手

数
料
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
の
表
示
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
金
融
先
物
取
引
に
つ

い
て
は
、
こ
う
い
っ
た
規
制
が
な
さ
れ
た

も
の
の
、
リ
ス
ク
の
高
い
商
品
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
く
、
よ
く
内
容
が
理
解

で
き
な
い
ま
ま
で
の
契
約
は
、
大
き
な
損

害
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
世
の
中
、

簡
単
に
儲
か
る
よ
う
な
う
ま
い
話
は
な
い

と
思
っ
て
消
費
者
に
は
、
よ
り
一
層
の
慎

重
な
判
断
が
望
ま
れ
ま
す
。

総
務
省
近
畿
総
合
通
信
局
で
は
平
成
十

八
年
五
月
二
十
八
日
午
前
二
時
に
市
外
・

市
内
局
番
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

電
話
機
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
の
機
器
は

現
在
お
使
い
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
用
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
変
更
に
乗
じ
た
悪
質

な
電
話
機
の
販
売
・
リ
ー
ス
契
約
等
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

依
然
、
相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

各
内
容
別
で
は
、
運
輸
通
信
サ
ー
ビ
ス
が

一
・
六
倍
に
達
し
、
メ
ー
ル
機
能
や
、
サ

イ
ト
の
利
用
を
悪
用
し
た
不
当
・
架
空
請

求
の
急
増
が
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
ね

ら
っ
た
悪
質
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
建
物

設
備
に
関
す
る
相
談
も
依
然
多
く
よ
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
年
代
的
に
は
、
被
害
の
低

年
齢
化
・
高
年
齢
化
と
い
う
、
情
報
に
対

し
て
の
理
解
が
未
熟
な
者
が
狙
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
こ
う
い
っ
た
年
代
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
々
と
の
交
流
・
啓
発
の
必

要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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事
例
Ⅱ

消費生活センターでは

市民の皆さんが、消費生活を行

なう上での悩みや疑問・相談に、

専門の資格をもった消費生活専門

相談員が、できるかぎりの解決に

むけて相談に応じます。

相談は、秘密厳守でセンターへ

の訪問、電話相談どちらでも可能

です。どうぞ、お気軽にご利用く

ださい。

▼開設日＝月曜日から金曜日

（但し、祝日・年末年始は除く）

▼開設時間＝午後１時から４

時

▼相談方法＝センターへの訪

問・電話相談いずれも可能

２

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

□青の龍舌蘭が開花の時期

を迎えています …1

□自立した消費生活をおく

るために …2～3

□情報ＢＯＸ …4～9 

□information（お知らせ）

…10～17

□人権シリーズ …18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ…22～23

□ふるさと歴史紀行　　…24

泉南市の人口（６月末現在）
人　口‥‥‥65,830人
男‥‥‥‥32,038人
女‥‥‥‥33,792人

世帯数‥‥‥23,906世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm

昨
年
六
月
に
「
消
費
者
保
護
基
本
法
」

が
「
消
費
者
基
本
法
」
に
改
正
・
施
行
さ

れ
「
消
費
者
の
権
利
の
尊
重
」
及
び
「
消

費
者
の
自
立
支
援
」
が
基
本
理
念
と
し
て

明
記
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
者
が
安
全
で
安

心
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
合
理

的
な
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
事
や
、

必
要
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
事
と
と
も

に
、
自
ら
も
自
立
し
合
理
的
な
行
動
を
と

る
こ
と
が
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

に
は
、
自
ら
も
積
極
的
に
情
報
を
得
る
よ

う
に
心
が
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
こ
で
は
、
具
体
的
な
相
談
事
例
を
紹

介
し
、
安
全
な
消
費
生
活
に
役
立
て
て
頂

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

賃
貸
住
宅
の
退
去

時
の
ト
ラ
ブ
ル

二
年
間
借
り
て
い
た
賃
貸
住
宅
を
退
去

し
た
。
注
意
し
て
き
れ
い
に
使
っ
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
高
額
な
床
や
壁
の
修
繕

費
を
請
求
さ
れ
、
敷
金
が
ほ
と
ん
ど
返
還

さ
れ
な
い
。

賃
貸
借
契
約
が
終
了
す
れ
ば
、
借
主
は

建
物
を
元
の
状
態
に
戻
し
て
明
け
渡
す
義

務
（
原
状
回
復
義
務
）
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
入
居
当
初
の
状
態
に
完
全

に
戻
す
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
土
交
通
省
の
「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
れ
ば
、

借
主
の
故
意
や
過
失
、
管
理
の
悪
さ
に
よ

っ
て
生
じ
た
損
傷（
た
ば
こ
の
焦
げ
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
借
主
の
負
担
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
通
常
の
使
用
に
よ
っ
て
生
じ
た

汚
れ
（
畳
や
ク
ロ
ス
の
変
色
な
ど
）
は
、

入
居
当
時
の
状
態
よ
り
悪
く
な
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
返
せ
ば

よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、「
ク
ロ
ス
張
替
え
や
ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
用
は
借
主
の
負
担
」
な

ど
の
特
約
を
つ
け
た
契
約
書
も
あ
る
の

で
、契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
特
約
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
効
力

は
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
借
主
に

一
方
的
に
不
利
な
契
約
条
項
は
救
済
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、
入
退
去
時
に

双
方
立
会
い
の
も
と
、
写
真
（
日
付
入
り
）

を
撮
る
な
ど
し
て
部
屋
の
状
況
を
よ
く
確

認
し
て
お
く
こ
と
や
、
契
約
す
る
前
に
、

退
去
時
の
敷
金
の
返
還
や
修
繕
個
所
の
費

用
負
担
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に
確
認
し
、

納
得
し
た
上
で
契
約
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

事
例
Ⅰ

広
報
せ
ん
な
ん
七
月
号

掲
載
記
事
に
つ
い
て
の

お
詫
び

広
報
せ
ん
な
ん
七
月
号
の
表

紙
掲
載
記
事
に
「
健
全
な
精
神

は
、
健
全
な
肉
体
か
ら
」
と
い

う
障
害
者
差
別
に
つ
な
が
る
表

現
が
あ
り
、
障
害
者
の
方
々
に

多
大
な
心
痛
を
与
え
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
心
か
ら
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

今
般
の
件
を
教
訓
に
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
市
民
の
方
々
に
親
し

ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。



広
く
て
、
お
も
ち
ゃ
も
あ
る
部

屋
で
遊
び
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝

八
月
二
十
六
日
貊
、
九
月
三
十
日

貊
、
十
月
二
十
七
日
貅
※
時
間
は

全
て
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
大
会
議
室
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
す
こ

や
か
新
聞
を
お
配
り
し
ま
す
。
▼

問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

育
児
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
遊
び
を
と
お
し
て
、
沢
山
の
お

友
達
と
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
八
月
十
八
日
笆
九
月

八
日
笳
十
五
日
笘
十
月
十
三
日
の

木
曜
日
※
時
間
は
全
て
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
笊
市
営

プ
ー
ル
笆
樽
井
公
民
館
笳
信
達
公

民
館
笘
り
ん
く
う
南
浜
二
号
公
園

（
雨
天
の
場
合
は
樽
井
公
民
館
）
▼

内
容
＝
笊
大
き
な
プ
ー
ル
で
遊
ぼ

う
笆
笳
親
子
で
交
通
安
全
教
室
笘

し
ゃ
ぼ
ん
玉
で
遊
ぼ
う
（
雨
天
の

場
合
は
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぼ
う
）

▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
九
月
は
泉
南
警
察
署
の
方

が
指
導
、
写
真
を
一
緒
に
撮
り
た

い
方
は
カ
メ
ラ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
＝
不
要
（
た
だ
し
笊
の

み
八
月
七
日
豸
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

か
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
）
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

小
学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生
を

対
象
に
「
た
ち
つ
て
と
広
場
」
を

実
施
中
。
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

頂
け
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
基
本

的
に
十
二
月
ま
で
の
第
一
土
曜
日

の
子
ど
も
と
の
活
動
日
や
会
議
▼

対
象
＝
十
八
歳
以
上
の
方
（
高
校

生
は
不
可
、
現
在
は
十
代
〜
六
十

代
の
方
が
活
動
し
て
い
ま
す
）
▼

そ
の
他
＝
初
め
て
の
方
に
は
研
修

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
樽
井
公
民
館
へ

小
中
学
生
の
時
の
体
験
を
、
子

ど
も
達
に
伝
え
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
二
月
ま
で
の
毎
月
第

一
土
曜
日
、
午
前
十
時
〜
午
後
四

時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
他

（
活
動
内
容
に
よ
り
変
更
）
▼
対

象
＝
高
校
一
年
生
〜
三
年
生
▼
内

容
＝
た
ち
つ
て
と
広
場
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
樽
井
公
民
館
へ

鳴
滝
第
二
保
育
所
前
の
小
プ
ー

ル
を
就
学
前
の
親
子
に
開
放
。
プ

ー
ル
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
笊
八
月
一
日
豺
笆
八
日

豺
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
（
雨
天
中
止
）
▼
と

こ
ろ
＝
鳴
滝
プ
ー
ル
（
市
立
鳴
滝

第
二
保
育
所
前
）
▼
対
象
＝
就
学

前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
保
護
者

の
方
も
必
ず
プ
ー
ル
に
入
っ
て
く

だ
さ
い
。
水
遊
び
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問

合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
薀
祚
３
３
７
１

親
子
で
参
加
し
、
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う
。
▼
と
き
＝
笊
八
月
十

二
日
貊
笆
十
九
日
貊
※
時
間
は
い

ず
れ
も
十
時
〜
十
一
時
半
（
雨
天

決
行
）
▼
と
こ
ろ
＝
笊
市
立
鳴
滝

幼
稚
園
（
駐
車
場
は
隣
の
鳴
滝
第

一
小
学
校
）
笆
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
（
駐
車
場
有
）
▼
内
容
＝
笊

季
節
の
歌
・
手
遊
び
・
ペ
ー
プ
サ

ー
ト
・
水
遊
び
・
親
子
で
の
遊
び

等
笆
季
節
の
歌
・
手
遊
び
・
紙
芝

居
・
夜
店
コ
ー
ナ
ー
遊
び
等
（
今

回
は
二
〜
三
歳
向
け
の
遊
び
）
▼

対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護

者
▼
携
行
品
＝
着
替
え
・
タ
オ
ル

（
水
遊
び
さ
れ
る
方
は
お
忘
れ
な

く
）
お
茶
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問

合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
薀
祚
３
３
７
１

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に
気
軽

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
笊
笆
八
月
二
日
貂
・
九
月
六

日
貂
笳
笘
八
月
二
十
三
日
貂
・
九

月
二
十
日
貂
笙
八
月
九
日
貂
・
二

十
三
日
貂
・
九
月
十
三
日
貂
・
二

十
七
日
貂
▼
と
こ
ろ
・
連
絡
先
＝

笊
信
達
保
育
所
祟
４
６
４
２
笆
樽

井
保
育
所
祗
０
０
７
４
笳
浜
保
育

所
祚
２
６
６
０
笘
鳴
滝
第
一
保
育

所
祟
４
０
４
１
笙
ち
び
っ
こ
広
場

（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、

所
庭
）
祚
３
３
７
１
▼
開
放
時

間
＝
い
ず
れ
も
午
前
十
時
〜
十
一

時
半
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課

（
内
線
二
八
一
）

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が

広
が
る
…
。
楽
し
い
本
の
魅
力
を

子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
十
三
日
貍
午
後
二

時
半
〜
三
時
頃
ま
で
▼
と
こ
ろ
＝

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝

四
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
▼
定
員
＝
先
着
四
十
人
（
途

中
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
費
用
＝

無
料
▼
そ
の
他
＝
▽
第
一
・
三
・

四
土
曜
日
の
午
後
二
時
半
か
ら
三

十
分
程
度
、
同
場
所
に
お
い
て
紙

芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」

に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇

歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

文
部
科
学
省
の
助
成
事
業
と
し

て
「
遺
跡
と
創
造
」
〜
古
代
を
探

る
ア
ー
ト
探
検
隊
〜
（
古
代
生
活

と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ー
ト
）
を
実
施

し
ま
す
。
古
代
の
道
具
や
巨
大
絵

画
を
作
っ
て
み
よ
う
。
▼
と
き
＝

八
月
二
十
三
日
貂
午
後
一
時
半
〜

三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
史
跡
海
会
寺

跡
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
古
代
史

博
物
館
）
▼
対
象
＝
泉
南
市
内
の

小
・
中
学
生
（
小
学
三
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
▼
定
員
＝
五
十

名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
＝
五
十
円
（
保
険
料
）
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
八
月
五
日
貊
〜

十
五
日
豺
ま
で
に
古
代
史
博
物
館

へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

薀
祟
６
７
８
９

５

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
六
・
十
一
・
十
六
　
樽
井
公
民

館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.sennan.

osaka.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ttarui

乳
幼
児
に
遊
び
場
を

提
供
し
ま
す

ttarui

た
ち
つ
て
と
広
場

高
校
生
ク
ラ
ブ
募
集
ttarui

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
ttarui

鳴
滝
プ
ー
ル
を

開
放
し
ま
す

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

古
代
を
探
る
ア
ー
ト

探
検
隊
Ⅱ
募
集

毎
月
第
二
土
曜
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

市
立
保
育
所
で

所
庭
の
開
放

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で

環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
製
菓

工
場
で
製
造
工
程
を
見
学
。
▼
と

き
＝
八
月
二
十
三
日
貂
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「
く
る
く
る

プ
ラ
ザ
」（
吹
田
市
）
・
明
治
製
菓
大

阪
工
場
（
高
槻
市
）
▼
対
象
＝
市

内
の
小
学
生
▼
定
員
＝
五
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

八
月
十
五
日
豺
午
後
五
時
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
私
た
ち
の
環
境
問
題

参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

自
然
の
不
思
議
さ
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
八
月
二
十

四
日
貉
笊
午
前
九
時
半
〜
十
一
時

半
笆
午
後
一
時
半
〜
三
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
笊
市
内
の
小
学
一
〜
三
年
生

笆
市
内
の
小
学
四
年
生
〜
中
学
三

年
生
▼
定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
笊
笆
と

も
一
〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
八
月
十
七
日
貉
午

後
五
時
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
お
も

し
ろ
科
学
参
加
希
望
、
参
加
者
・

保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
八
月
十
八
日
貅
午
前
九

時
半
〜
午
後
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

大
阪
府
立
水
産
試
験
場
及
び
付
近

の
海
岸
（
岬
町
）
▼
内
容
＝
海
岸
で

生
き
物
の
散
策
と
水
産
試
験
場
の

見
学
▼
対
象
＝
市
内
の
小
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
（
小
学
三
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）
▼
定
員
＝
三
十

名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
（
但
し
保
険
代
三
〇
円
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
月
十
一

日
貅
午
後
五
時
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
か
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
海

岸
探
検
隊
参
加
希
望
、
参
加
者
・

保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

か
ん
た
ん
な
ル
ア
ー
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
八
月
二

十
七
日
貍
午
後
一
時
半
〜
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
市
内
の
小
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
（
小
学
三
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）
▼
定
員
＝
二
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
一
人
三
三
〇
円
（
材
料
費
と

保
険
代
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

八
月
十
七
日
貉
午
後
五
時
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
ル
ア
ー
作
り
参
加
希

望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
八
月
十
五
日
豺
〜
二
十

日
貍
の
午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
一

階
図
書
コ
ー
ナ
ー
▼
内
容
＝
大
阪

大
空
襲
の
パ
ネ
ル
・
映
画
「
う
し

ろ
の
正
面
だ
あ
れ
」
▼
映
画
会
＝

八
月
十
五
日
豺
・
十
七
日
貉
の
午

後
一
時
半
〜
▼
入
場
料
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
当
日
館
内
に
て
受
付
▼

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥
観
察

会
を
毎
月
開
催
。
野
鳥
の
観
察
を

通
し
て
、
身
近
な
自
然
を
体
感
し

そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
日
貍
午
前
九

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
男
里
川
周

辺
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼
定

員
＝
十
五
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居
な
ど

の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
笊
八
月
二
十
日
貍

午
前
十
時
〜
十
時
四
十
分
笆
二
十

二
日
豺
午
後
三
時
四
十
五
分
〜
四

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
笊
お
れ
は
な
に
わ
の

ラ
イ
オ
ン
や
・
お
こ
り
じ
ぞ
う
他

笆
へ
っ
こ
き
あ
ね
さ
が
よ
め
に
き

て
・
た
つ
の
こ
た
ろ
う
他
▼
対

象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
▼
定

員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な
読
み

聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
日
貍
午
前
十

時
四
十
五
分
〜
午
後
十
二
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
朗
読
講
座
（
小
説
）
▼
講

師
＝
石
川
楊
子

い
し
か
わ
よ
う
こ

さ
ん
▼
対
象
＝
十

八
歳
以
上
の
方
で
、
子
ど
も
に
本

な
ど
を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定

員
＝
二
十
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
九
時

半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
三
階
教
室
▼
対
象
＝

市
内
の
小
学
四
年
生
〜
中
学
三
年

生
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

４

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-

mail：
seishonen-center@

city.sennan.

osaka.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

は
じ
め
て
の

ル
ア
ー
作
り

sseishonen

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

sseishonen

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

sseishonen

地
球
・
未
来
・
思
い
や
り

私
た
ち
の
環
境
問
題

sseishonen

お
も
し
ろ
科
学
実
験

sseishonen

海
岸
探
検
隊

私
た
ち
の
自
然
観
察
会
sseishonen

海
辺
で
み
ら
れ
る

野
鳥
の
観
察

sseishonen

子
ど
も
反
戦
平
和

パ
ネ
ル
展
・
映
画
会
sseishonen

自
習
室
を

開
放
し
ま
す

sseishonen



毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
商
工

祭
の
会
場
を
、
中
部
ポ
ン
プ
場
横

の
駐
車
場
に
変
更
し
、
十
一
月
の

日
曜
日
に
開
催
を
予
定
。
商
工
業

者
の
出
店
に
つ
い
て
は
随
時
受
付

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
商

工
祭
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
資

格
は
、
泉
南
市
内
の
高
校
・
大

学
・
専
門
学
校
に
通
う
生
徒
で
す

（
三
人
一
組
）。
販
売
品
は
飲
食
物

以
外
な
ら
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
商
工
会
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市

商
工
会
薀
祟
６
３
６
５

泉
州
九
市
四
町
で
は
、
泉
州
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
。
大
阪
・
関

西
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
泉
州
路

早
春
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
▼
と

き
＝
平
成
十
八
年
二
月
十
九
日
豸

午
前
十
一
時
ス
タ
ー
ト
▼
コ
ー

ス
＝
浜
寺
公
園
（
堺
市
）
ス
タ
ー

ト
〜
り
ん
く
う
公
園
（
泉
佐
野
市
）

を
ゴ
ー
ル
と
す
る
四
二
・
一
九
五

襭
（
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス
〈
予

定
〉）
▼
制
限
時
間
＝
四
時
間
三
十

分
以
内
▼
募
集
人
員
＝
三
、
〇
〇

〇
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
＝
七
、

〇
〇
〇
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

▼
参
加
資
格
＝
笊
登
記
登
録
の
部

（
平
成
十
七
年
度
日
本
陸
上
競
技
連

盟
登
記
登
録
者
）
笆
一
般
の
部
※

笊
笆
に
お
い
て
大
会
当
日
十
八
歳

以
上
の
健
康
な
男
女
で
制
限
時
間

内
に
完
走
可
能
な
方
※
大
会
運
営

等
の
事
情
に
よ
り
車
い
す
で
の
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
。
▼
申
込
み
＝

九
月
一
日
貅
〜
十
月
三
十
一
日
豺

の
期
間
に
、
所
定
の
申
込
用
紙

（
市
役
所
・
市
民
体
育
館
等
に
設

置
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

参
加
費
を
添
え
て
〒
五
九
六
・
〇

〇
七
五
岸
和
田
市
筋
海
町
六
・
一

〇
渡
辺
ビ
ル
六
階
・
泉
州
国
際
市

民
マ
ラ
ソ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
事
務
局

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
▼
問

合
せ
＝
同
事
務
局
薀
瞻
０
８
４
９

幼
少
児
の
基
礎
体
力
づ
く
り
と

親
子
体
操
を
通
し
て
、
運
動
に
親

し
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
笊
九

月
三
日
貍
笆
十
七
日
貍
笳
十
月
一

日
貍
笘
十
五
日
貍
笙
二
十
九
日
貍

※
時
間
帯
は
す
べ
て
午
前
十
一
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育

館
・
第
Ⅱ
競
技
場
▼
内
容
＝
笊
パ

フ
リ
ン
グ
で
遊
ぼ
う
Ⅰ
笆
キ
ッ
ズ

ビ
ク
ス
と
リ
ズ
ム
運
動
Ⅰ
笳
パ
フ

リ
ン
グ
で
遊
ぼ
う
Ⅱ
笘
ミ
ニ
運
動

会
笙
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
と
リ
ズ
ム
運

動
Ⅱ
▼
対
象
＝
就
学
前
の
幼
児

（
三
歳
以
上
）
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
三
十
五
組
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
＝
親
子
（
大
人
一
人
と
子
ど

も
一
人
）
で
二
、
〇
〇
〇
円
※
子

ど
も
一
人
に
つ
き
一
、
〇
〇
〇
円

追
加
と
な
り
ま
す
。
▼
主
催
＝
泉

南
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
・
譛

ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
▼
申

込
み
＝
八
月
五
日
貊
〜
十
四
日
豸

（
月
曜
午
後
、
火
曜
日
は
休
館
）
に

市
民
体
育
館
に
設
置
し
て
い
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

参
加
費
を
添
え
て
市
民
体
育
館
窓

口
へ
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館
薀

祗
１
０
０
０

世
界
の
健
康
法
（
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
）
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
講
習
日
＝
毎
週
日
曜
日
午
前
十

時
〜
正
午
▼
無
料
講
習
会
期
間
＝

九
月
四
日
豸
〜
十
月
二
日
豸
▼
と

こ
ろ
＝
り
ん
く
う
体
育
館
▼
効

果
＝
①
足
腰
の
筋
力
強
化
②
大
脳

の
活
性
化
③
心
が
落
ち
着
く
④
バ

ラ
ン
ス
感
覚
の
養
成
▼
そ
の
他
＝

体
操
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
▼
主
催
＝
泉
南
太
極
拳

同
好
会
▼
申
込
み
＝
当
日
受
付
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
同
事
務
局
祟
０

２
５
９

▼
と
き
＝
九
月
十
二
日
・
二
十
六

日
・
十
月
三
日
・
十
七
日
・
三
十

一
日
・
十
一
月
十
四
日
・
二
十
八

日
・
十
二
月
十
二
日
・
二
十
六

日
・
平
成
十
八
年
一
月
十
六
日
の

月
曜
日
（
全
十
回
）
午
後
二
時
〜

三
時
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
六
十
歳
以
上
の

方
（
た
だ
し
、
前
年
度
参
加
し
た

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
▼
費

用
＝
十
回
分
五
〇
〇
円
（
保
険
料

含
む
）
▼
定
員
＝
二
十
名
（
先
着

順
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
月

十
五
日
豺
〜
二
十
六
日
貊
の
期
間

に
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
（
内
線
三

〇
七
）

▼
と
き
＝
十
月
一
日
・
十
五
日
・

十
一
月
五
日
・
十
九
日
・
十
二
月

十
七
日
・
平
成
十
八
年
一
月
十
四

日
の
土
曜
日
※
午
前
十
時
半
か
ら

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
高
校
▼
対

象
＝
泉
南
市
在
住
の
五
十
歳
以
上

で
、
原
則
と
し
て
全
回
に
出
席
で

き
る
方
▼
定
員
＝
二
十
名
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
講
師
＝
寺
田
順
子

て
ら
だ
じ
ゅ
ん
こ

さ

ん
（
泉
南
高
校
英
語
科
教
諭
）
▼

申
込
み
＝
九
月
十
五
日
貅
必
着
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
、
返

信
用
の
宛
名
を
記
入
の
上
、
〒
五

九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

二
・
三
五
・
五
四
泉
南
高
校
英
語

公
開
講
座
の
係
へ
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
二
一
七
）

７

太
極
拳
無
料
講
習
会

参
加
者
募
集

シ
ル
バ
ー
い
き
い
き
体

操
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

映
画
か
ら
学
ぶ

英
語
表
現

ラ
イ
フ
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

泉
州
国
際
市
民
マ
ラ

ソ
ン
参
加
選
手
募
集

商
工
祭
出
店
者
を

募
集
し
ま
す

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
の
調

べ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
▼
と

き
＝
八
月
二
十
八
日
豸
午
後
一
時

半
開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝

文
化
ホ
ー
ル
▼
曲
目
＝
美
空
ひ
ば

り
メ
ド
レ
ー
・
追
憶
の
テ
ー
マ
・

グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス
他
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
内
線
二
五
三
）

▼
と
き
＝
八
月
二
十
八
日
豸
▽
一

般
公
開
は
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

（
案
内
有
り
）
▽
ハ
ワ
イ
ア
ン
コ
ン

サ
ー
ト
は
午
後
二
時
〜
▼
と
こ

ろ
＝
山
田
家
住
宅
▼
演
奏
＝
マ
ハ

ロ
・
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ズ
▼
曲
目
＝

「
南
国
の
夜
」「
お
嫁
に
お
い
で
」
他

▼
申
込
み
・
入
場
料
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
八
）

▼
と
き
＝
九
月
三
日
貍
午
後
十
二

時
半
開
場
・
一
時
開
演
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
（
全
席
自
由
席
）

▼
出
演
者
＝
春
野
百
合
子

は

る

の

ゆ

り

こ

・
京
山

き
ょ
う
や
ま

小
圓
嬢

こ
え
ん
じ
ょ
う

・
真
山
広
若

ま
や
ま
ひ
ろ
わ
か

▼
定
員
＝
五

〇
六
名
（
先
着
順
）
※
車
椅
子
ス

ペ
ー
ス
六
席
▼
入
場
料
＝
無
料

（
整
理
券
必
要
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
八
月
三
日
貉
受
付
開
始
。
整

理
券
の
配
布
は
図
書
館
二
階
事
務

所
（
月
曜
日
を
除
く
）
で
行
い
ま

す
。
郵
送
の
場
合
は
往
復
ハ
ガ
キ

（
一
人
に
つ
き
一
枚
）
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
二
五
泉
南
市
馬
場

一
・
二
・
一
泉
南
市
立
文
化
ホ
ー

ル
浪
曲
係
へ
。
薀
祗
７
７
６
７

二
〇
〇
七
年
の
三
十
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
に
向
か
っ
て
、
練
習

を
始
め
て
い
ま
す
。
コ
ー
ラ
ス
仲

間
と
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
一
時
半

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
公
民

館
▼
指
導
者
＝
宮
崎
剛

み
や
ざ
き
た
け
し

さ
ん
▼
ピ

ア
ノ
＝
大
原
愛

お
お
は
ら
あ
い

さ
ん
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

平
成
十
八
年
度
泉
南
市
立
幼
稚

園
入
園
の
園
児
を
、
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
▼
募
集
園
児
＝
笊

四
歳
児
（
平
成
十
三
年
四
月
二
日

〜
平
成
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

出
生
の
幼
児
）
笆
五
歳
児
（
平
成

十
二
年
四
月
二
日
〜
平
成
十
三
年

四
月
一
日
ま
で
に
出
生
の
幼
児
）

▼
入
園
願
書
配
付
＝
九
月
上
旬
か

ら
各
幼
稚
園
で
▼
入
園
願
書
受

付
＝
十
月
三
日
豺
以
降
の
各
幼
稚

園
の
設
定
す
る
日
▼
問
合
せ
＝
学

務
課
（
内
線
二
九
三
）
ま
た
は
各

幼
稚
園
へ

▼
職
種
＝
市
立
幼
稚
園
の
講
師
▼

資
格
＝
幼
稚
園
教
諭
免
許
取
得
者

で
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
▼
採
用
予
定
人
員
＝

一
人
▼
試
験
日
＝
八
月
二
十
一
日

豸
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・
面
接
試

験
▼
採
用
予
定
日
＝
九
月
一
日
〜

三
月
三
十
一
日
▼
募
集
要
項
の
配

布
＝
八
月
一
日
豺
か
ら
学
務
課
で

▼
申
込
み
＝
八
月
十
一
日
貅
〜
十

七
日
貉
の
期
間
に
学
務
課
へ
▼
問

合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
三
五
七
）

市
民
の
み
な
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー

利
用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を

深
め
る
た
め
、
盆
踊
り
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
八
月
二
十

五
日
貅
午
後
六
時
〜
午
後
八
時

（
雨
天
時
は
、
二
十
六
日
貊
に
順
延

し
ま
す
。）
▼
と
こ
ろ
＝
砂
川
厚
生

福
祉
セ
ン
タ
ー
運
動
場
▼
内
容
＝

盆
踊
り
、
花
火
、
和
太
鼓
演
奏
▼

問
合
せ
＝
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ

ー
い
ず
み
寮
薀
祗
２
８
８
１
（
代

表
）
・
祗
２
８
８
４
（
夜
間
）

泉
州
地
域
九
市
四
町
で
構
成
す

る
泉
州
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実

行
委
員
会
で
は
、
泉
州
地
域
の
振

興
と
関
西
国
際
空
港
の
利
用
促
進

を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
芸
能
・

ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
物

産
展
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

の
「
泉
州
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
九
月
十

日
貍
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
▼
と

こ
ろ
＝
関
西
空
港
駅
イ
ベ
ン
ト
広

場
・
コ
ン
コ
ー
ス
▼
対
象
＝
泉
州

地
域
に
在
住
の
方
（
未
成
年
者
は

保
護
者
の
承
諾
が
必
要
）
▼
定

員
＝
泉
州
地
域
で
一
〇
〇
名
程
度

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
出
店

料
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

八
月
十
九
日
貊
必
着
ま
で
に
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
出
店
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
政
策

推
進
課
（
内
線
二
八
七
）
へ

６

砂
川
厚
生
福
祉

セ
ン
タ
ー
盆
踊
り

泉
南
市
女
声

合
唱
団
員
募
集

第
四
十
回

定
期
演
奏
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
の
募
集

敬
老
月
間
恒
例
企
画

「
浪
曲
名
人
会
」

山
田
家
住
宅
一
般
公
開
＆

ハ
ワ
イ
ア
ン
コ
ン
サ
ー
ト

薀祟２４５９ 

薀祟４３３１ 

薀祟５３１３ 

薀祟５５９６ 

薀祟５５９５ 

薀祚２６６７ 

薀祟９６６３ 

薀祗２５０３ 

薀祟８９５０ 

信達牧野1311

樽井5－14－12

男里1－50－1

鳴滝3－4－25

新家2949

信達金熊寺553

信達大苗代36－6

新家1497－1

岡田4－1280－1

泉
南
市
立
幼
稚
園
の

園
児
を
募
集
し
ま
す

市
立
幼
稚
園
の
非
常
勤
嘱

託
職
員
（
講
師
）
を
募
集

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



元
気
で
楽
し
い
音
楽
体
操
や
簡

単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
▼
と

き
＝
八
月
二
十
六
日
貊
※
午
後
一

時
半
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
所
持

者
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
方
▼
定

員
＝
三
十
名
▼
内
容
＝
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
＋
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
▼
携
行

品
＝
タ
オ
ル
・
お
茶
・
体
操
の
で

き
る
服
装
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
八
月
二
十
五
日
貅

ま
で
に
あ
い
ぴ
あ
泉
南
へ
薀
祕
０

７
０
７

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た

め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
あ

な
た
も
点
字
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
九
月
七
日
貉
〜
十

一
月
三
十
日
貉
の
毎
週
水
曜
日

（
十
一
月
二
十
三
日
豢
を
除
く
、
全

十
二
回
）
※
午
後
一
時
半
〜
三
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼

対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
▼
定
員
＝
十
五
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
内
容
＝
点
字
法
の

理
論
と
点
字
の
実
技
▼
費
用
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
月
三

十
一
日
貉
ま
で
に
あ
い
ぴ
あ
泉
南

へ
薀
祕
０
７
０
７

９

点
字
講
習
会

障
害
者
・
児
の
た
め

の
ジ
ャ
ザ
サ
イ
ズ

あいぴあでは身体障害者・知的障
害者の方を対象に、自立と社会参加
の促進を目的に支援費デイサービス
を実施しています。平成16年度は延
べ2,251人のご利用をいただき、あり
がとうございました。
デイサービスでは陶芸教室・書道

教室・絵画教室・レザークラフト教
室・英会話教室・クッキング教室な
どの各種講座を開催しています。講
座ごとに講師の先生をお招きし、利
用者さんとともに講師・スタッフが
一緒になって明るく、楽しく大らか
に活動しています。
最近の外出行事では、りんくう公

園やなんばパークス・大阪歴史博物
館へでかけました。レクリエーショ
ンでは時にはあいぴあの周りを散歩
し、池の周りの野鳥を観察したり、
四つ葉のクローバーを探したりと忘
れかけた自然の中で、仲間どうしの
触れ合いを大切にしています。
ここ数年は障害者を取り巻く環境

がめまぐるしく変化するなかで、先
の見えない情勢を不安に感じる障害
者も少なからずおられるのが現状で
す。支援する側のデイサービス事業
者として、ただ単に制度に振り回さ
れるのではなく、障害者の「今」を
どう支援していくかが最も大切なこ
とであり、地に足をしっかりつけて
障害者の望む暮らしや夢を共に考え

支援していきたいと思います。デイ
サービスに興味のある方は、一度気
軽に見学にきてみませんか？みんな
でお待ちしています。

今回の講座は高齢者・障害者の方
を対象に、初心者向けで企画しまし
た。予想に反し多数の申し込みがあ
り、急遽もう１講座を追加すること
になりました。「旅先で景色をきれい
に撮りたい」「家のデジタルカメラを
使えるようになりたい」「デジタルカ
メラを買いたいがその前に勉強して
おきたい」など、参加理由も色々で、
欠席者もなく、みんな熱心に講師の
話に耳を傾けました。貸し出された
デジタルカメラを最初は少しとまど
いながら操作していましたが、最後
にはかなり慣れて上手に被写体の花
を撮り、実際に自分で撮った写真を、
楽しくプリントしておみやげとして
持ち帰りました。

気功は自然治癒力を高めるといわ

れ、多くの流派があり、健康法に長
寿法に、あるいは武術にと発展して
きました。今回は郭林新気功にスポ
ットをあてレッスンしました。郭林
新気功は中国古来の気功に歩く動作、
つまりウォーキングと独特の呼吸法
を取り入れています。みんなで円に
なり、シー（吸う）・シー（吸
う）・フー（吐く）という風呼吸

かぜこきゅう

で
歩きました。講師の先生からは「初
めてなのに上手にリズムをとり歩い
ている」との言葉をいただき、二時
間の気功教室終了後は、なにかしら
さわやかな風が心を吹きぬけたよう
に感じました。
これからもあいぴあでは、高齢

者・障害者の方を対象に楽しい講座
を開いていきたいと思います。ぜひ
ご参加ください。

りんくう公園

気功教室

デジカメ講座

譛
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
振

興
財
団
は
、
泉
南
市
民
を
対
象
に

第
四
回
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
が
向
き
合
う
身
近
な
骨
・
関

節
の
病
気
に
つ
い
て
専
門
用
語
は

極
力
使
わ
ず
、
解
り
易
い
言
葉
で

の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
▼

と
き
＝
九
月
十
日
貍
※
午
後
一
時

開
場
、
一
時
半
開
演
（
三
時
間
程

度
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

一
階
大
会
議
室
▼
内
容
＝
▽
骨
・

関
節
の
病
気
と
最
新
の
治
療
（
大

阪
大
学
医
学
部
整
形
外
科
／
吉
川

よ
し
か
わ

秀
樹

ひ
で
き

教
授
）
▽
骨
粗
鬆
症
に
伴
う

症
状
と
は
？
（
大
阪
大
学
医
学
部

整
形
外
科
／
橋
本
淳

は
し
も
と
じ
ゅ
ん

講
師
）
▽
運

動
器
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
四
条
畷
学
園
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
／
小
柳
磨
毅

こ
や
な
ぎ
　
ま
き

教
授
）

▼
定
員
＝
二
〇
〇
人
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
九
月
二
日
貊
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
三
五
泉
南
市
り
ん
く
う

南
浜
二
・
一
一
譛
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ

イ
エ
ン
ス
振
興
財
団
研
究
資
源
バ

ン
ク
・
市
民
公
開
講
座
係
へ
▼
問

合
せ
＝
同
財
団
・
研
修
資
源
バ
ン

ク
薀
祀
１
６
７
０
／
蕭
祀
１
６
５

５
／e-m

ail:hsrrb@
osa.jhsf.or.jp

ま
た
は
、
政
策
推
進
課
（
内
線
二

八
七
）

▼
と
き
＝
八
月
二
十
三
日
貂
午
後

一
時
半
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南

市
商
工
会
（
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー

二
階
）
▼
対
象
＝
市
内
商
工
業
者

▼
費
用
＝
無
料
▼
定
員
＝
先
着
五

名
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉
南
市

商
工
会
薀
祟
６
３
６
５

次
の
対
象
の
方
が
、
中
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か

を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行
う
試

験
で
あ
り
、
合
格
者
に
は
高
等
学

校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

▼
対
象
＝
①
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
で
あ
る
者
又
は
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
で
あ
っ
た
者
で
、
平
成
十

八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
満
十

五
歳
以
上
に
な
る
者

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
又
は
免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
、

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
満
十
五
歳
に
達
す
る
者
で
、
そ

の
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学
校

を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
自

由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認

め
た
者

③
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
満
十
六
歳
以
上
に
な
る
者

（
①
及
び
④
に
掲
げ
る
者
を
除
く
）

④
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
、

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
満
十
五
歳
以
上
に
な
る
者
▼
試

験
期
日
＝
十
月
三
十
一
日
豺
▼
願

書
受
付
期
間
＝
八
月
二
十
二
日
豺

〜
九
月
九
日
貊
▼
問
合
せ
＝
学
務

課
（
内
線
三
五
七
）

▼
と
き
＝
九
月
七
日
貉
〜
十
二
月

八
日
貅
の
約
二
十
一
日
間
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
及
び
泉
南
市

内
と
阪
南
市
内
の
介
護
施
設
▼
対

象
＝
大
阪
府
内
に
在
住
す
る
満
五

十
九
歳
〜
六
十
四
歳
で
全
日
程
出

席
で
き
る
方
か
つ
訪
問
介
護
員
三

級
課
程
修
了
者
▼
定
員
＝
三
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
受
講

料
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

八
月
八
日
豺
〜
十
六
日
貂
の
期
間

に
譖
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
薀
祟
８
６
６
１

▼
対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方
で
、
申
込
資
格
に
適
合
す
る

方
▼
募
集
戸
数
＝
前
畑
団
地
三
戸
、

宮
本
団
地
一
戸
▼
申
込
書
配
布
期

間
＝
八
月
十
一
日
貅
〜
三
十
一
日

貉
▼
申
込
書
受
付
期
間
＝
八
月
十

八
日
貅
〜
三
十
一
日
貉
※
配
布
・

受
付
と
も
執
務
時
間
内
で
、
土
・

日
は
除
く
。
▼
配
布
場
所
＝
▽
市

役
所
別
館
二
階
施
設
管
理
課
住
宅

公
園
係
▽
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
▼
受
付
場
所
＝
市
役
所
別
館
二

階
施
設
管
理
課
住
宅
公
園
係
▼
選

考
方
法
＝
申
込
多
数
の
場
合
は
、

公
開
抽
選
を
行
い
、
資
格
審
査
に

よ
り
入
居
者
を
選
考
。
な
お
、
抽

選
は
困
窮
度
に
応
じ
て
優
遇
倍
率

を
決
め
て
行
い
ま
す
。
▼
問
合

せ
＝
施
設
管
理
課
（
内
線
五
八

一
・
五
八
二
）

「
障
害
者
作
品
展
」
と
「
情
報

通
信
機
器
展
二
〇
〇
五
／
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
生
活
展
」、「
文

化
芸
術
展
」
の
三
つ
の
催
し
を
同

時
開
催
す
る
『
大
阪
の
障
害
者
の

祭
典
』
で
す
。
ま
た
、
障
害
者
作

品
展
で
展
示
・
即
売
す
る
障
害
者

の
作
品
も
募
集
中
。（
八
月
二
十
六

日
貊
ま
で
）
▼
と
き
＝
九
月
二
十

三
日
豢
〜
二
十
五
日
豸
午
前
十
時

〜
午
後
五
時
※
「
情
報
通
信
機
器
展

二
〇
〇
五
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
展
」・「
文
化
芸
術
展
」
は
二
十

三
日
豢
・
二
十
四
日
貍
の
み
の
開

催
。
▼
と
こ
ろ
＝
国
際
障
害
者
交

流
セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
）
泉

北
高
速
鉄
道
「
泉
ヶ
丘
」
駅
下
車
徒

歩
四
分
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合

せ
＝
大
阪
府
健
康
福
祉
部
障
害
保

健
福
祉
室
・
計
画
推
進
課
企
画
調

整
グ
ル
ー
プ
薀
０
６
・
６
９
４

１
・
０
３
５
１
（
内
線
４
１
４
５
）

〜
デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん
と
市

民
と
の
交
流
企
画
〜
「
陶
芸
教
室
」

と
「
ク
ッ
キ
ー
・
パ
ン
手
作
り
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
一
緒
に
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
一
日
豸
午
後

一
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
デ
イ
セ

ン
タ
ー
せ
ん
な
ん
▼
費
用
＝
▽
陶

芸
教
室
／
一
、
〇
〇
〇
円
▽
ク
ッ

キ
ー
教
室
／
三
〇
〇
円
▽
パ
ン
教

室
／
三
〇
〇
円
（
材
料
費
・
焼
成

費
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
月

十
日
貉
ま
で
に
デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ

ん
な
ん
へ
薀
祟
３
０
８
２

癒
し
の
音
楽
に
の
せ
て
ス
ト
レ

ッ
チ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
▼
と

き
＝
八
月
二
十
四
日
貉
〜
十
一
月

二
日
貉
の
毎
週
水
曜
日
（
九
月
二

十
八
日
貉
を
除
く
、
全
十
回
）
※

午
後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ

い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
六
十
歳
以

上
の
市
民
で
全
回
出
席
で
き
る
方

▼
定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
内
容
＝
ス
ト
レ
ッ
チ

▼
携
行
品
＝
タ
オ
ル
・
お
茶
・
体

操
の
で
き
る
服
装
▼
費
用
＝
一
回

一
〇
〇
円
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

八
月
十
九
日
貊
ま
で
に
あ
い
ぴ
あ

泉
南
へ
薀
祕
０
７
０
７

８

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

商
工
業
者
の
た
め
の

税
務
相
談

第
三
回
共
に
生
き
る

障
害
者
展

骨
・
関
節
の
病
気
と
老

化
に
つ
い
て
公
開
講
座

あ
い
ぴ
あ

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

第
三
回
よ
っ
と
い
デ

イ
セ
ン
タ
ー

訪
問
介
護
員
養
成
講
習

（
二
級
課
程
）受
講
者
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
を

募
集
し
ま
す



身
体
障
害
者
手
帳
一
級
、
二
級
程
度

以
上
の
異
な
る
障
害
が
重
複
し
て
い
る

方
や
、
こ
れ
ら
の
障
害
と
日
常
生
活
で

の
動
作
お
よ
び
行
動
が
困
難
で
あ
り
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
精
神
の

障
害
（
最
重
度
の
知
的
障
害
者
含
む
）

が
重
複
し
て
い
る
二
十
歳
以
上
の
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
や
、
病
院
に
三
ヶ
月
を

超
え
て
継
続
入
院
し
て
い
る
方
、
所
得

が
一
定
額
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
。）

▼
手
当
額
＝
月
額
二
六
、
五
二
〇
円

▼
手
続
き
＝
所
定
の
手
当
認
定
用
診
断

書
を
添
え
て
、
高
齢
障
害
福
祉
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
上
決
定
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

三
〇
九
）
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毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

8月4日,25日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室２ 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
納税課 

市役所 
国保年金課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

納税課 
薀83-0001 
（内線233） 
国保年金課 
薀83-0001 
（内線259） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111 毎月１０日（土日 

祝日は翌執務日） 
午後５時４５分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

関西国際空港情報：№63

関空夏休み
スペシャルウイークエンド！
この夏、関空は毎週イベント盛り沢山。

期間中の土・日は連絡橋の通行料もぐっ

とお得になっています。※協賛：関西国

際空港全体構想促進協議会

世界各地をテーマにした
「World Festa in KIX」

▼とき＝７月２３日貍～８月２１日豸の

毎週土・日曜日

▼内容＝世界をテーマにしたステージシ

ョーや豪華賞品のあたるスタンプラリー

も実施

関空夏まつり
▼とき＝８月２７貍、２８日豸

▼内容＝キャラクターショーやダンスコ

ンテスト、縁日、物産展と盛り沢山！

▼その他＝２７日貍は２期島でのイベン

ト、２８日豸はドラゴンボート大会も実

施（※両日の朝５時～夜１２時は連絡橋

通行料無料）

開港記念日イベント
▼とき＝９月３日貍、４日豸

▼内容＝物産展やロボットフェスタなど

▽連絡橋通行料金＝期間中の土・日曜日

は、軽自動車・普通車　５００円（往

復・現金払いのみ）※平日は、軽自動車

１，２００円、普通車　１，５００円

（往復）

▽駐車場料金＝期間中の土・日曜日は、

最初の１時間分、無料（１２時間以内の

利用が対象で大型車は対象外）

詳細についてはホームページをご覧く

ださい。http://www.kansai -airport

.or.jp/

▼問合せ＝▽イベント：イベントグルー

プ薀碚２１５６（平日午前９時～午後５

時）▽連絡橋：道路管理所薀碚２２７８

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
で
、「
老

人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
七
月
末
日
で
有
効
期
限
満
了
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
交
付

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
市
役
所
へ
更

新
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
▽
健

康
保
険
証
及
び
老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
▽
現
在
お
持
ち
の
「
老
人
医
療
の
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

▽
平
成
十
六
年
八
月
一
日
以
降
、
通
算

で
九
〇
日
以
上
入
院
し
た
方
は
、
こ
の

こ
と
を
証
す
る
医
療
機
関
発
行
の
入
院

費
領
収
書
（
但
し
、
介
護
保
険
適
用
の

入
院
分
は
含
み
ま
せ
ん
。）
▽
老
齢
福
祉

年
金
受
給
者
の
方
は
老
齢
福
祉
年
金
証

書▼
申
請
期
限
＝
八
月
十
九
日
貊
※
期
限

ま
で
に
申
請
が
な
け
れ
ば
、
減
額
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
認
定
証
＝
今
年
度
に
お
い
て
も
引
き

続
き
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

の
み
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
二
七

九
・
三
一
〇
）

国
民
健
康
保
険
で
は
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
を
対
象
に
次
の
よ
う
な
医
療
費

の
減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
方
は
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う

え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

笊
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
＝
食
事
代
の
自
己
負
担
額
（
通

常
・
一
日
当
り
七
八
〇
円
）
が
六
五
〇

円
、
ま
た
は
五
〇
〇
円
に
減
額
さ
れ
ま

す
。
交
付
対
象
者
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
で
、
七
十
歳
未
満
の
方
で
す
。

笆
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
＝
同
一
の
医
療
機

関
で
一
ケ
月
間
の
入
院
時
保
険
診
療
分

医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
上
限
（
一

般
／
四
〇
、
二
〇
〇
円
）
が
二
四
、
六

〇
〇
円
、
ま
た
は
一
五
、
〇
〇
〇
円
に

減
額
さ
れ
ま
す
。
交
付
対
象
者
は
、
国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九

一
・
三
八
〇
）

自
営
業
や
農
業
等
の
第
一
号
被
保
険

者
の
方
は
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
被
保
険
者
期
間
中
に
「
つ

い
う
っ
か
り
」
の
未
納
期
間
が
あ
り
ま

す
と
、
万
一
の
事
故
の
時
に
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
期

限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
た
く
て

も
納
め
ら
れ
ず
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
事
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
、
保
険
料
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納

め
、
年
金
の
受
給
権
を
し
っ
か
り
と
確

保
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ
＝
年
金

手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
就
職
し
た
時
は
必
ず
、
年
金
手
帳

を
事
業
所
に
提
示
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内

線
二
五
五
）

障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
で

あ
る
府
立
障
害
者
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

（
堺
市
城
山
台
）
で
は
、
現
在
の
泉
北
高

速
鉄
道
「
光
明
池
駅
」
前
・
セ
ン
タ
ー

間
の
専
用
送
迎
バ
ス
に
加
え
て
、
試
験

的
に
八
月
・
九
月
の
毎
土
・
日
曜
日
に

臨
時
送
迎
バ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
乗
車
定
員
を
上
回
る
場
合
に
は
、

ご
乗
車
で
き
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
機
会

に
初
め
て
来
館
さ
れ
、
希
望
さ
れ
る
方

を
対
象
に
、
館
内
の
案
内
を
行
う
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。

▼
運
行
区
間
＝
南
海
本
線
「
岸
和
田
駅
」

前
（
中
央
改
札
東
出
口
側
）」
〜
府
立
障

害
者
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

▼
乗
車
料
＝
無
料

▼
運
行
バ
ス
＝
リ
フ
ト
付
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
（
二
十
人
定
員
＋
車
い
す
用
二
席
）

で
、
障
害
者
優
先
で
の
乗
車
※
車
い
す

の
方
は
事
前
連
絡
に
よ
る
予
約
制

▼
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー
管
理
調
整
班

薀
０
７
２
・
２
９
６
・
６
３
１
１

泉
南
市
の
委
託
業
者
が
利
用
者
宅
を

訪
問
し
、
ふ
と
ん
を
引
き
取
り
、
丸
洗

い
し
た
後
に
配
送
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
次
の
笊
笆
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

笊
六
十
五
歳
以
上
で
在
宅
の
単
身
世
帯

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
笆
要
介
護

認
定
で
要
介
護
度
一
以
上
の
方

▼
丸
洗
い
で
き
る
ふ
と
ん
の
種
類
と
費

用
＝
敷
き
ふ
と
ん
（
二
〇
〇
円
）、
掛
け

ふ
と
ん
（
二
〇
〇
円
）、
毛
布
（
一
〇
〇

円
）
※
羊
毛
・
羽
毛
ふ
と
ん
、
こ
た
つ

ふ
と
ん
は
除
く

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
月
三
十
一
日

貉
ま
で
に
、
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

三
〇
四
・
三
〇
七
）
へ
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老
人
保
健
の
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
が
満
了
と
な
り
ま
す

府
立
障
害
者
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

専
用
送
迎
バ
ス
の
臨
時
増
便

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

医
療
費
の

減
額
制
度
に
つ
い
て

高
齢
者
の
ふ
と
ん
洗
濯

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い



て
い
る
状
況
か
ら
、
わ
が
国
の
将
来
を
担

う
次
世
代
の
育
成
を
行
う
こ
と
が
最
重
要

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
困
難
な
状

況
に
対
処
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
に
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
が
制
定
さ

れ
、
こ
の
推
進
法
に
よ
り
、
国
、
地
方
公

共
団
体
及
び
民
間
事
業
主
（
三
〇
一
人
以

上
雇
用
）
は
、
自
ら
の
雇
用
す
る
職
員
や

従
業
員
が
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
な
が

ら
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る

職
場
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
行
動
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
計
画
を
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
社
会
へ
の
積
極
的
な
責
任

を
果
た
し
、
か
つ
、
次
世
代
育
成
支
援
の

牽
引
役
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

▼
計
画
期
間
＝
こ
の
推
進
法
は
平
成
十
七

年
四
月
か
ら
十
年
間
の
時
限
立
法
で
あ

り
、
行
動
計
画
は
五
年
ご
と
に
策
定
す
る

事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
こ

の
行
動
計
画
の
期
間
は
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
の
五
年
間
と

し
、必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

▼
内
容
＝
①
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま

で
の
諸
制
度
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
ま
す
。

②
妊
娠
中
、
出
産
後
の
職
員
に
対
し
て
、

業
務
分
担
や
配
属
に
つ
い
て
配
慮
し
て
い

き
ま
す
。

③
育
児
休
業
や
子
育
て
に
関
す
る
休
暇
等

を
取
得
し
や
す
い
職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

④
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
多
く
す
る

為
、
超
過
勤
務
の
縮
減
、
定
時
退
庁
の
促

進
、ノ
ー
残
業
デ
ー
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。

⑤
職
員
が
、
地
域
社
会
に
お
け
る
様
々
な

子
育
て
支
援
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
を
奨
励
し
ま
す
。

※
行
動
計
画
の
全
体
内
容
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

city.sennan.osaka.jp/

）、
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
七
五
）

泉
南
市
で
は
、
京
都
議
定
書
の
発
効
に

伴
い
、
CO2
削
減
に
よ
り
地
球
温
暖
化
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
積
極
的
に
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
六
月
二
十
日
豺
〜
九
月
三
十
日

貊▼
取
組
内
容
＝
①
市
施
設
に
お
け
る
「
適

正
冷
房
（
二
十
八
℃
）
」
の
徹
底
②
職

場
・
会
議
に
お
け
る
「
軽
装
（
ク
ー
ル
・

ビ
ズ
）」
の
奨
励

▼
軽
装
の
内
容
＝
①
市
職
員
の
公
共
の
職

場
に
お
け
る
服
装
と
し
て
信
用
と
品
位
を

損
な
わ
ず
、
市
民
の
皆
様
や
来
庁
さ
れ
る

方
に
暑
苦
し
さ
や
不
快
感
を
感
じ
さ
せ
な

い
清
潔
感
の
あ
る
軽
装
と
し
ま
す
。

②
「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
」
を
基

本
に
し
ま
す
。

③
軽
装
の
奨
励
に
合
わ
せ
て
名
札
の
着
用

を
徹
底
し
ま
す
。

④
但
し
、
特
別
な
場
合
は
除
き
ま
す
。

※
議
会
に
お
い
て
も
職
場
と
同
様
に
「
軽

装
」
を
奨
励
し
ま
す
。

▼
普
及
啓
発
＝
①
市
施
設
内
へ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
・
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
。

②
管
理
職
以
上
へ
の
PR
バ
ッ
ジ
の
配
布
。

▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
七
五
）

八
月
は
市
・
府
民
税
（
第
二
期
分
）
の

納
税
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
の
納
付
に
は
、
確
実
で
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。手
続
き
は
、

通
帳
の
お
届
け
印
、
納
税
通
知
書
を
ご
持

参
の
上
、
市
税
口
座
振
替
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

お
取
引
金
融
機
関
（
納
付
書
記
載
を
参

照
）、
郵
便
局
の
窓
口
で
簡
単
に
手
続
き

で
き
ま
す
。
※
市
税
口
座
振
替
申
込
書
は

市
内
の
市
税
取
扱
い
金
融
機
関
、郵
便
局
、

市
役
所
納
税
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
二
三
五
・
二

三
六
）

八
月
十
一
日
貅
〜
十
六
日
貂
の
間
は
大

変
混
雑
し
、自
動
車
で
来
場
さ
れ
ま
す
と
、

駐
車
場
に
入
場
で
き
ず
、
締
め
切
り
時
間

に
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
振

替
休
日
を
除
く
。）

▼
更
新
受
付
時
間
＝
即
日
交
付
午
前
八
時

四
十
五
分
〜
午
後
二
時
半
※
午
後
二
時
半

以
降
の
受
付
は
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

▼
最
寄
駅
＝
泉
北
高
速
鉄
道「
光
明
池
駅
」

か
ら
徒
歩
五
分

▼
問
合
せ
＝
光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
薀

０
７
２
５
・
５
６
・
１
８
８
１
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　 笊 笆 珎 玻 珀 珥
珮 笨 笶 琅 瑯 膾 珸
琲 筌 筅 琿 瑟 瑙 瑁
瑜 筱 筬 瑣 瑪 箘 箟
箍 箜 箚 箋 笊 笆 珎
玻 笙 笞 腟 珞 璢 琅

8月1日～9月10日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　縡笆珎玻珀珥
珮繆笶琅瑯膾珸
琲縲筅琿瑟瑙瑁
瑜繚筬瑣瑪瑶瑾
璋緕箚瓊珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅

　縡笆珎玻珀珥
珮繆笶琅瑯琥珸
琲縲筅琿瑟瑙瑁
瑜繚筬瑣瑪瑶瑾
璋緕箚瓊珈玳珎
玻縉笞腟珞璢琅

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

8月1日～9月10日・薀祗１０００ 

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時半但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

8月1日～9月10日・薀祟４３６１ 

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
へ
　

は
公
共
交
通
機
関
で

夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す

市
税
の
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
か
二
級
の
一

部
、
療
育
手
帳
Ａ
の
う
ち
最
重
度
な
ど
の

二
十
歳
未
満
の
児
童
で
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
や
、
障
害
を
事
由
と
す
る
公
的
年

金
受
給
中
の
場
合
、
所
得
が
一
定
額
以
上

の
方
は
除
き
ま
す
。）

▼
手
当
額
＝
月
額
一
四
、
四
三
〇
円

▼
手
続
き
＝
所
定
の
手
当
認
定
用
診
断
書

を
添
え
て
、
高
齢
障
害
福
祉
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
上
決
定
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三

〇
九
）

重
度
の
身
体
障
害
（
一
・
二
級
）
と
重

度
の
知
的
障
害
（
療
育
手
帳
Ａ
）
を
併
せ

持
つ
重
度
障
害
者
（
児
）
の
介
護
者
に
支

給
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
特
別
障
害
者

手
当
と
の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん
。）

▼
手
当
額
＝
月
額
一
〇
、
〇
〇
〇
円

▼
申
請
・
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
九
）

泉
南
市
立
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
で
、
就
学
援

助
費
を
申
請
さ
れ
、
受
給
認
定
さ
れ
た
方

の
前
期
分
の
支
給
日
は
八
月
十
一
日
貅

で
、
申
請
者
指
定
の
金
融
機
関
へ
振
込
に

て
支
給
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
教
育
委
員
会
学
務
課

（
内
線
二
九
七
）

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
童
保
育
の
送

迎
、
参
観
、
美
容
院
へ
行
く
な
ど
ち
ょ
っ

と
子
ど
も
を
預
け
た
い
と
き
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
あ
な
た
の

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

子
ど
も
を
一
時
的
に
預
け
た
い
人
に
、

お
手
伝
い
で
き
る
人
を
紹
介
し
、
子
育
て

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
十
月
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
開
設
予
定
に

向
け
て
、
会
員
登
録
を
受
付
け
ま
す
。

笊
利
用
会
員
▽
お
お
む
ね
十
二
歳
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
方
。

笆
協
力
会
員
▽
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

子
ど
も
が
好
き
で
、
自
宅
で
子
ど
も
を
預

か
る
こ
と
が
で
き
る
方
。
年
齢
・
性
別
・

資
格
不
問
。

笳
両
方
会
員
▽
利
用
会
員
と
協
力
会
員
を

兼
ね
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
利
用
料
＝
七
〇
〇
円
〜
（
一
時
間
）

※
登
録
料
・
年
会
費
は
無
料
。
登
録
は
随

時
で
き
ま
す
の
で
会
員
登
録
を
さ
れ
る
方

は
児
童
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
協
力
会
員
・
両
方
会
員
の
方
は
、
研
修

会
や
交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
サ
ポ
ー
ト
中
の
事
故
に
備
え
て
補
償
保

険
に
加
入
し
、
会
員
が
安
心
し
て
援
助
活

動
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課（
内
線
二
四
二
）

自
動
車
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
下

記
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回

し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
て
本
を
借
り
ら
れ

る
方
は
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
に
つ
き
八
冊
ま
で

本
を
借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
但
し
、
大
雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、

気
象
状
況
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
九
月
は
車
両
更
新

の
た
め
、
巡
回
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
祗
７
７
６
６

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ

き
、
三
〇
一
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す

る
事
業
主
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の

た
め
に
必
要
な
雇
用
環
境
整
備
等
を
進
め

る
た
め
の
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」
を

策
定
し
、
速
や
か
に
策
定
し
た
旨
を
労
働

局
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
三
〇
〇
人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す

る
事
業
主
も
行
動
計
画
を
策
定
し
、
届
け

出
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
労
働
局
雇
用
均
等
室
薀

０
６
・
６
９
４
１
・
８
９
４
０

近
年
、
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

12

鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

8月1日～9月10日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

③  
③  
④  
④  
潸  
潸  

濂  
濂  
⑱  
⑱  
⑲  
⑲  

⑩  
⑩  
⑪  
⑪  
⑫  
⑫  

濆  
濆  
澪  
澪  
濟  
濟  

8月 9月 9月 8月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　笊玳珎玻珀珥
珮笨璢琅瑯琥珸
琲筌瑕琿瑟瑙瑁
瑜筱瑰瑣瑪瑶瑾
璋箜璧箋珈玳珎
玻笙珥珮珞璢琅

巡
回
は
お
休
み
で
す 

巡
回
は
お
休
み
で
す 

障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

大
阪
府
重
度
障
害
者
介
護

手
当
に
つ
い
て

児
童
生
徒
就
学
援
助
費

前
期
分
の
支
給
に
つ
い
て

一
般
事
業
主
行
動
計
画

策
定
に
つ
い
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
入
会
案
内

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

泉
南
市
職
員
を
対
象
に
し
た
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策
定



で
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
＝
指
定
袋
以
外
の
袋
で
出
さ
れ
た

り
、ご
み
を
混
合
に
し
て
出
さ
れ
ま
す
と
、

収
集
業
務
や
再
資
源
化
処
理
に
支
障
が
で

ま
す
。
円
滑
な
処
理
を
行
う
た
め
、
か

ん
・
び
ん
以
外
は
絶
対
に
混
合
で
指
定
袋

に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
袋
以
外
の
袋
を
使
用
さ
れ
た
場
合

は
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
可
燃
ご

み
に
指
定
袋
を
使
用
さ
れ
た
場
合
も
収
集

を
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
日
（
す
べ
て
の
ご
み
）
＝
午
前
八

時
半
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
へ

分
別
し
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

国
勢
調
査
は
人

口
と
世
帯
に
関
す

る
最
も
基
本
的
な

統
計
調
査
で
、
大

正
九
年
か
ら
五
年

ご
と
に
行
わ
れ
、

今
回
が
十
八
回
目

の
調
査
と
な
り
ま

す
。
我
が
国
の
人
口
は
増
加
か
ら
減
少
に

転
ず
る
と
見
込
ま
れ
、
今
回
の
調
査
は
今

後
の
人
口
の
基
準
と
も
な
る
重
要
な
調
査

と
な
り
ま
す
。
十
月
一
日
現
在
、
国
内
に

住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な

り
、
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て

総
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
各

世
帯
に
調
査
票
を
配
布
・
回
収
に
ま
わ
り

ま
す
の
で
そ
の
際
に
は
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
結
果
は
国
・
都
道
府
県
・
市
区
町

村
の
社
会
福
祉
、
雇
用
政
策
、
環
境
整
備

計
画
、
防
災
対
策
な
ど
の
行
政
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
統
計
法
で
は
調
査
関
係
者
の
守

秘
義
務
、
調
査
票
の
統
計
目
的
以
外
へ
の

使
用
禁
止
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
提
出
頂

い
た
調
査
票
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
集
計

が
終
わ
っ
た
後
は
溶
解
処
分
さ
れ
、
再
生

紙
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
二
六
八
）

平
成
十
七
年
五
月
に
実
施
し
ま
し
た
来

庁
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
目
的
＝
市
役
所
等

へ
来
庁
さ
れ
た
皆
様
に
「
窓
口
で
の
職
員

の
対
応
に
つ
い
て
」評
価
し
て
い
た
だ
き
、

現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
よ
り
一
層
の
職

員
の
接
遇
の
向
上
と
来
庁
者
の
皆
様
の
満

足
度
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

▼
調
査
方
法
＝
市
役
所
等
へ
の
来
庁
者

に
、
窓
口
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
（
五
段
階

評
価
）
を
配
布
し
、
記
入
後
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
回
収
箱
に
投
函
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

▼
実
施
し
た
期
間
＝
五
月
十
六
日
〜
二
十

九
日
の
二
週
間
（
閉
庁
日
を
除
く
）

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要
＝
「
窓
口
で

の
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
」
の
質
問
項
目

に
五
段
階
で
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
表
①

に
そ
っ
て
五
点
満
点
に
換
算
し
ま
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
表
②
と
お
り
全
て
の
質

問
項
目
に
つ
い
て
四
点
前
後
で
概
ね
良
好

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
は
、
一
、
〇
二
八
通
も
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
皆
様
の
ご
意
見
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
よ
り
一
層
の
接
遇
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
八
月
一
日

豺
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.city
.sen
n
an
.osak

a.jp
/

）、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
七
五
・
二

〇
七
）

海
や
川
の
汚
染
の
大
き
な
要
因
の
ひ
と

つ
が
家
庭
か
ら
の
排
水
と
言
わ
れ
て
お

り
、
下
水
道
の
普
及
と
共
に
、
地
域
の
水

へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
南
大
阪
湾
岸
南
部
流
域
下
水

道
組
合
で
は
、
水
の
環
境
教
育
の
場
と
し

て
下
水
処
理
場
の
見
学
を
実
施
し
て
い
ま

す
。見

学
は
一
時
間
半
程
度
で
施
設
見
学
の

他
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
微
生
物
の
観
察

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
は

も
ち
ろ
ん
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
夏
休
み
の

自
由
課
題
と
し
て
「
下
水
道
の
仕
組
み
」

や
「
浄
化
の
不
思
議
」
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

な
お
、
見
学
は
平
日
（
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
、
事
前
予
約
必
要
）
の
み
で
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
南
大
阪
湾
岸
南
部

流
域
下
水
道
組
合
総
務
課
薀
祕
３
４
４
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
はh

ttp
:/
/

w
w
w
.sssa.sennan.osaka.jp/
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来
庁
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
結
果
に
つ
い
て

国
勢
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

下
水
道
の
仕
組
み
を
学
ぼ
う

②窓口での職員の対応等について 

服装やみだしなみ 

質問項目 満足度：５点満点 

４.０６ 

４.２０ 

４.１６ 

３.９４ 

３.８２ 

４.０３ 

言葉づかい 

親切・丁寧さ 

迅速さ 

業務知識の豊富・正確さ 

総合的に見た職員の対応 

①点数表 

評　　価 点数（満足度） 

良い 

まあまあ良い 

やや悪い 

悪い 

ふつう 

５点 

４点 

２点 

１点 

３点 

14

（№５５） 

「幼稚園はみんなの宝箱」　新家南幼稚園 
幼稚園は、周りを

山や田畑に囲まれ、
四季の移り変わりを
五感で感じる事が出
来る素敵な場所にあ
り、恵まれた環境の
中、子ども達はいろ
いろな体験を重ねな
がら「生きる力」の基礎を培っています。
☆自然からの贈り物
春！園庭の畑に「いちご」が赤く色づき始め、毎日いち

ご摘みを楽しみます。「これ、虫に食べられてない。よかっ
た。」と満足そうに摘み取る子ども達。自然のやさしさと厳
しさを知る体験です。次にルビーのような輝きを持った
「ビックリグミ」の実がたわわに実ります。保護者も、小学
生のきょうだいもこの実のとりこです。
夏や秋も子ども達に育てる楽しさと収穫の喜びを教えて

くれる事でしょう。そして自然からの贈り物に感謝し、「食」
への関心も育んでいきたいと思います。

☆自分大好き！友だち大好き！
幼児期は「生きる力」を培う基礎を作る大切な時期と言

われています。そこで、『わたしの誕生日』子ども達一人一
人の誕生日に保護者とともにお祝いをしています。生まれ
てきた時の事、保護者の思いなどを話してもらいます。そ
れを聞いている誕生児の嬉しそうな顔。「生まれてきてよか
った」「生まれてきてくれてありがとう」の気持ちが結び合
ういい時間です。
『友だち大好き』子ども達にとって、「自分を認めてくれ

る」「自分といっしょに喜んだり、悲しんだりしてくれる」
子が自分の周りにいることはとても大切な事です。そこで
友だちの家めぐりをしたり、友だちのいいとこ探しをした
りします。今まで知らなかった友だちのよさや自分との共
通点などを見つけ、より身近に感じる事が出来るようです。
今、みんなで友だちの家マップづくりをしています。
子ども達が楽しいことも、ちょっとしんどい事も経験し

ていく幼稚園。地域の方や保護者の協力を受けながら、子
ども達にとってワクワクしながらあける宝箱。夢がいっぱ
い詰まった宝箱でありたいと思っています。

▼
交
通
事
故
の
防
止
＝
①
目
的
地
ま
で

の
道
路
状
況
等
（
渋
滞
等
）
を
事
前
に

調
べ
、
無
理
の
な
い
運
行
計
画
を
立
て

早
め
に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

②
使
用
す
る
自
動
車
の
点
検
（
冷
却
水
、

タ
イ
ヤ
等
）
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

③
車
か
ら
離
れ
る
時
は
必
ず
ロ
ッ
ク
し

貴
重
品
は
車
内
に
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
空
き
巣
被
害
の
防
止
＝
①
防
犯
器
具

（
装
置
）
等
を
活
用
し
防
犯
強
化
を
し
ま

し
ょ
う
。

②
侵
入
の
足
場
と
な
る
よ
う
な
物
は
家

の
周
辺
に
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

③
長
期
間
留
守
に
す
る
と
き
は
、
新
聞

配
達
を
一
時
や
め
る
等
の
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
を
守
る
＝
①
川
や
海
、
そ
の

他
危
険
な
場
所
に
子
ど
も
だ
け
で
行
か

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
車
内
に
子
ど
も
を
残
し
た
ま
ま
車
を

離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
車
庫
入
れ
や
降
車
時
等
、
子
ど
も
の

安
全
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
磚
１
２
３

４
こ
の
条
例
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
事

業
者
の
皆
さ
ん
と
泉
南
市
が
一
体
と
な

っ
て
、
清
潔
で
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
五

八
）皆

様
の
実
践
ア
イ
デ
ア
を
お
ま
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▼
応
募
期
間
＝
九
月
末
日
ま
で

▼
応
募
方
法
・
問
合
せ
＝
ハ
ガ
キ
ま
た

は
、
封
書
に
実
践
ア
イ
デ
ア
（
様
式
は

自
由
）
と
住
所
、
氏
名
（
団
体
名
、
法

人
名
）、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五

九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南

市
役
所
環
境
整
備
課
（
内
線
三
五
八
）

へ笊
空
き
か
ん
・
空
き
び
ん
＝
か
ん
び
ん

専
用
袋
（
青
色
文
字
）
に
、
か
ん
・
び

ん
を
一
緒
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

笆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
専

用
袋
（
赤
色
文
字
）
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
だ
け
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
絶
対
に
他
の
資
源
ご
み
は
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

笳
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
＝
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
専
用
袋
（
黒
色
文
字
）
に
、
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
だ
け
を

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
絶
対
に
他
の
資
源
ご
み
は
入
れ
な
い

気
を
つ
け
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い

泉
南
市
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
制
定

第
五
回
泉
南
市
環
境

実
践
ア
イ
デ
ア
大
賞
募
集
中

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
そ
の
土
地
に
対
し

て
、
一
度
賦
課
さ
れ
ま
す
と
重
ね
て
賦
課

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

工
場
排
水
に
は
、
処
理
場
で
処
理
で
き

な
い
物
質
や
、
処
理
場
の
機
能
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
物
質
、
下
水
管
を
損
傷
す
る
物

質
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
物
質
が
下
水
道
に
流
れ

込
む
と
、
処
理
場
の
能
力
が
低
下
し
、
私

た
ち
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
工
場
・

事
業
場
は
、
排

水
か
ら
有
害
物

質
を
取
り
除

き
、
一
定
基
準

以
下
の
水
質
に

し
て
か
ら
流
さ

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

下
水
管
に
た
ま
っ
た
汚
泥
の
し
ゅ
ん
せ

つ
や
破
損
し
た
下
水
管
の
修
理
、
終
末
処

理
場
の
維
持
管
理
な
ど
必
要
な
経
費
の
一

部
を
利
用
者
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

の
が
、
下
水
道
使
用
料
で
す
。
使
用
料
は
、

基
本
的
に
水
道
使
用
量
に
応
じ
て
決
ま

り
、
水
道
料
金
と
一
緒
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

南部処理場 

南海本線 

国道２６号線 

JR阪和線 

堺阪南線 

男里７丁目 

男里６丁目 

男里５丁目 

男里４丁目 

男里３丁目 
男里２丁目 

男里１丁目 

岡田１丁目 

岡田５丁目 

岡田６丁目 
岡田７丁目 

岡田３丁目 

北野２丁目 
中小路１丁目 鳴滝３丁目 

鳴滝２丁目 

鳴滝１丁目 

信達市場 

信達大苗代 

・樽井小学校 
・樽井公民館 

泉南高校・ 

・雄信小学校 

泉南市役所・ 
泉南中学校・ 

・人権ふれあいセンター 

・鳴滝第２小学校 

・学校給食センター 

一丘中学校・ 

一丘幼稚園・ 

一丘小学校・ 

泉南清掃工場・ 

楠台 

サングリーン 

いずみ台 

すでに水洗化できる区域 ７月１日から水洗化できる区域 

砂川台団地 

砂川公園団地 

この図面は参考図です。詳細は下水道課へお問い合せください。
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平
成
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
、
次
の
区

域
が
新
し
く
水
洗
化
で
き
る
区
域
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

り
ん
く
う
南
浜
、
信
達
市
場
、
樽
井
二

丁
目
、
樽
井
三
丁
目
、
岡
田
三
丁
目
、
岡

田
五
丁
目
、
北
野
、
北
野
一
丁
目
の
各
一

部
区
域
で
す
。
※
詳
細
は
左
の
図
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
日
か
ら
、
三
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
す
る
よ
う
下
水
道
法
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
の
利
用
で
き
る

地
域
の
ご
家
庭
は
、
一
日
も
早
く
水
洗
化

ト
イ
レ
へ
改
造
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
家
庭
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
等
の
排
水

設
備
の
改
造
工
事
は
、
正
し
く
行
わ
れ
る

よ
う
に
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
工
事
公

認
業
者
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

公
認
業
者
は
、
市
へ
の
届
け
出
な
ど
、
必

要
な
手
続
き
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ

て
行
い
ま
す
。

市
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
促
進
す

る
た
め
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
水
洗
ト
イ
レ

改
造
工
事
一
件
に
つ
き
、
五
十
万
円
ま
で

融
資
を
受
け
る
事
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日

か
ら
三
年
以
内
の
改
造
に
限
り
ま
す
。

市
で
は
、
助
成
条
件
を
み
た
し
、
く
み

と
り
ト
イ
レ
（
浄
化
槽
は
除
く
）
が
設
け

ら
れ
て
い
る
建
築
物
を
所
有
す
る
方
に
対

し
、
市
が
認
定
し
た
内
容
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
た
め
に

要
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日

か
ら
三
年
以
内
の
改
造
に
限
り
ま
す
。
助

成
条
件
を
み
た
す
方
と
は
、
生
活
保
護
法

に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
、
あ

る
い
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
方
で
、
同
居
の

親
族
に
も
収
入
が
な
く
、
受
益
者
負
担
金

等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
と
、
生
活
環

境
や
公
衆
衛
生
の
向
上
と
あ
い
ま
っ
て
、

土
地
の
利
用
効
果
が
高
め
ら
れ
、
土
地
所

有
者
や
権
利
者
に
著
し
い
利
益
を
も
た
ら

し
ま
す
。
し
か
し
、
下
水
道
設
備
は
、
道

路
・
公
園
な
ど
の
他
の
公
共
施
設
と
比
べ

る
と
、
そ
の
利
益
を
受
け
る
の
は
、
整
備

さ
れ
た
区
域
の
住
民
だ
け
に
限
ら
れ
、
こ

の
整
備
費
用
全
部
を
市
で
負
担
す
る
こ
と

は
、
市
民
全
体
か
ら
み
る
と
、
大
変
不
公

平
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
の
整
備
に
よ
り
、
利

益
を
受
け
る
土
地
所
有
者
や
権
利
者
に
下

水
道
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が「
受
益
者
負
担
金
」

で
す
。
負
担
金
は
、
土
地
面
積
一
平
方
メ

ー
ト
ル
に
つ
き
三
九
〇
円
で
す
。
負
担
金

の
納
付
方
法
に
は
、
一
括
納
付
と
分
割
納

付
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。一
括
納
付
は
、

全
額
を
賦
課
初
年
度
第
一
期
の
納
付
期
日

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。
こ

の
場
合
、
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
報
償
金
を

交
付
い
た
し
ま
す
。
分
割
納
付
は
、
負
担

金
を
六
分
割
し
、
年
二
回
、
三
年
間
で
各

期
ご
と
に
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

今
ま
で
、
す
で
に
供
用
開
始
（
使
用
開

始
）
済
の
区
域
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て

お
り
ま
す

が
、
今
回

新
た
に
供

用
開
始
さ

れ
た
区
域

の
皆
様
に

も
、
ご
協

力
を
い
た

公
共
下
水
道
は
、
家
庭
や
事
業
場
か
ら
出
る
汚
水
を
処
理
し
、
き
れ
い
な
水

に
変
え
て
放
流
し
ま
す
。
私
た
ち
の
大
切
な
自
然
環
境
を
守
り
、
健
康
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。
泉
南
市
で
は
、
今

後
も
整
備
区
域
の
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
下
水
道
課
（
内
線
五
三
〇
）



「
女
ら
し
さ
」「
男
ら
し
さ
」
に
と
ら

わ
れ
ず
、「
自
分
が
自
分
ら
し
く
」
あ
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
の
身
の

回
り
に
あ
る
様
々
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
気
づ

き
、
身
近
な
テ
ー
マ
か
ら
男
女
共
同
参
画

の
基
礎
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー
＝
社
会
的
・
文
化
的
に
つ

く
ら
れ
た
性
差

▼
と
き
・
テ
ー
マ
・
講
師
＝
別
表
の
と
お

り
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
三
階
研
修
室

▼
定
員
＝
三
十
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
一
時
保
育
＝
定
員
は
十
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）。
一
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど

も
が
対
象
で
す
。
一
時
保
育
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
初
回
の
み
子
ど
も
一
人
に
つ
き

保
険
代
と
し
て
五
〇
〇
円
が
必
要
で
す
。

▼
手
話
通
訳
＝
あ
り
ま
す
（
事
前
予
約
が

必
要
）

▼
申
込
み
＝
八
月
三
十
一
日
貉
ま
で
に
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
手
話
通
訳
及

び
一
時
保
育
の
要
否
、
一
時
保
育
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
人
権
推
進

課
薀
祀
２
８
５
５
／
蕭
祗
０
０
７
５
／e-

m
ail:jinken@

city.sennan.lg.jp

へ

▼

問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七

〇
）
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直通　薀 祀２８５５

・ 女性として強く生きていて今日は元気をもらっ

た感じがします。一人の女性として強い意志をも

って生きたいと思います。

・ 中山千夏さんの話は人間として力強く生きる勇

気を与えるものでした。憲法問題、九条は絶対に

守ってほしい。九条がなくなれば歯止めがなくな

り戦争の怖さをしらない若者たちに誤った考えを

植えつけるように思う。女社会の案大いに賛成！

・ 現代社会は女性がつよいと思っていて、女性の

方が考えなければいけない時代と思っていました

が私も古い考え方しかなかったように思う。新し

い女性、男性のあり方、男の人にも勉強してもら

って平和な世界、幸せな世界を送れる社会が正し

いと思える様になりました。

・ お話を聞いて自分が目覚めた様に思います。も

っと自分を大切に生きて行きたいと思います。

去
る
、
五
月
二
十
八
日
貍
あ
い
ぴ
あ

泉
南
に
お
い
て
二
〇
〇
五
憲
法
週
間
＆

男
女
共
同
参
画
週
間
「
市
民
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
、
二
〇
〇
名
余
り
の
方
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

集
い
で
は
、
作
家
の
中
山
千
夏
さ
ん
を

迎
え
、
ご
自
身
の
芸
能
界
で
の
体
験
や

議
員
活
動
、
女
性
の
人
権
を
守
る
運
動

を
通
じ
て
学
ん
だ
差
別
や
憲
法
問
題
に

つ
い
て
語
ら
れ
、
あ
ら
た
め
て
憲
法
の

重
要
性
や
、
女
性
の
人
権
に
つ
い
て
考

え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七

〇
）

憲
法
週
間
＆
男
女
共
同
参
画
週
間

「
市
民
の
集
い
」
を
終
え
て

参加者の声

と　き 

９月１３日貂 
岸和田女性会議 
かしまし座の皆さん 

宮本由起代さん（心の 
サポート・ステーション） 

北野真由美さん（NPO法人 
えんぱわめんと堺/ES） 

白出尚美さん 
（弁護士） 

鳥渕朋子さん 
（アクト研究室） 

９月２０日貂 

９月２７日貂 

１０月４日貂 

１０月１１日貂 

テーマ 講　師 

二
十
一
世
紀
は
「
人
権
と
平
和
の
世
紀
」

と
期
待
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

テ
ロ
と
戦
争
に
よ
っ
て
幕
が
開
き
ま
し

た
。
九
・
十
一
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
パ
レ

ス
チ
ナ
で
の
対
立
激
化
、
ア
フ
ガ
ン
空
爆
、

イ
ラ
ク
戦
争
、
そ
し
て
そ
の
後
イ
ラ
ク
各

地
で
起
こ
っ
て
い
る
テ
ロ
、
時
代
は
恐
ろ

し
い
勢
い
で
動
い
て
い
ま
す
。
戦
後
六
十

年
が
経
ち
こ
の
先
に
何
が
私
た
ち
を
待
ち

受
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
私
た

ち
は
ど
こ
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

泉
南
市
で
は
毎
年
八
月
を
「
非
核
平
和

月
間
」
と
し
て
お
り
、
今
年
も
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
開
催
し

ま
す
。
戦
後
六
十
年
を
迎
え
た
今
、
あ
ら

た
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
と
愚
か
さ
を
思
い

起
こ
し
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

八
月
一
日
豺
〜
八
月
三
十
一
日
貉：

市

役
所
壁
面

八
月
一
日
豺
〜
八
月
十
五
日
豺
（
第
一

回
目
午
前
十
時
〜
、
第
二
回
目
午
後
三
時

〜
）：

市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

八
月
二
日
貂
〜
八
月
三
十
日
貂：

図
書

館
八
月
十
五
日
豺
〜
八
月
二
十
日
貍：

青

少
年
セ
ン
タ
ー

「
う
し
ろ
の
正
面
だ
あ
れ
」

八
月
十
五
日
豺
、
十
七
日
貉
（
午
後
一

時
半
〜
）：

青
少
年
セ
ン
タ
ー

八
月
二
十
日
貍
午
前
十
時
〜：

青
少
年

セ
ン
タ
ー

八
月
二
十
日
貍
（
午
後
一
時
開
演
）：

あ
い
ぴ
あ
泉
南
大
会
議
室

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
・
戦
後
六
十

年
記
念
作
品

▼
出
演
＝
町
田
宗
隆

ま
ち
だ
む
ね
た
か

さ
ん
他

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
不
要

▼
そ
の
他
＝
日
本
語
字
幕
、
手
話
通
訳
あ

り
ま
す
。

▼
一
時
保
育
＝
対
象
は
一
歳
か
ら
就
学
前

の
子
ど
も
で
、
定
員
は
五
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）、
八
月
十
日
貉
ま
で
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
人
権
推
進
課

へ
薀
祀
２
８
５
５
／
蕭
祗
０
０
７
５
／e-

m
ail:jinken@

city.sennan.lg.jp

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）
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※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００5.８） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ＢＣＧ予防接種 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

８月３日貉 平成17年３月生 
９月７日貉 平成17年４月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防接種 
（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

８月24日貉 
午後12時半～２時 平成16年１月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

８月10日貉 
午後12時半～１時05分 平成14年１月生 

８月25日貅 
午後１時半～40分 平成15年１月生 

歯みがき教室 ８月25日貅 
午後１時～１時20分 

平成14年12月生 
平成15年12月生 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

ＢＣＧ予防接種 ８月３日貉 
午後２時～３時 

生後３か月～６か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

　マスコミ報道でもご存知のように、日本脳炎ワクチンでADEM（急性散在性脳脊髄炎） 
が起きる可能性が否定できないので、安全なワクチンができるまで接種を見合わせます。 
日本脳炎の流行地へ渡航するなどの理由で、本人又は保護者が希望する場合はご相談く 
ださい。 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

８月４日貅スカイシティオークワ泉南店 
８月11日貅イオンりんくう泉南ＳＣ 
午前１０時～１１時半、午後１２時半～４時半 

大阪府下の当日と翌日の献血場所は薀0120- 
524133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会薀82-7615

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

8月5日貊、8日豺、22日豺、 
29日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は11組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

８月22日豺 
午後１時～３時 

８月16日貂 
８月23日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ８月26日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ８月26日貊 午後１時半～３時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等、ミニ講座。予約不要 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、コップ。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 
ブラッシング指導。予約不要。 
携行品は、母子手帳、歯ブラシ、コップ、お茶、筆記用具 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1・3火曜日 
▼東信達老人集会場第2・4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

リトルまま教室（両親教室） 

随時 
市内の各医療機関へ直 
接申し込んでください。 

随時 
市内の各婦人科医療機 
関へ直接申し込んでく 
ださい。 

日本脳炎の予防接種 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 直接申し込んでください 
生後12か月～７歳６か月未満。 
▼麻しん＝１歳～１歳３か月の間に１回▼風しん＝１歳から３歳の間に１回 

40歳以上の市民 
平成17年5月1日～11月 
30日までの間に１回受 
診できます。 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎 
機能、貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底 
検査を実施。便潜血検査２日法。 
※できるだけセットで受けてください。携行品は健康手帳。 
※費用＝基本健康診査1,000円、大腸がん検診200円 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361-10薀83-2357 
▼福本医院・婦人科 信達市場378薀83-2505 
▼宮城医院・婦人科 信達市場31-311薀82-7018 
▼新泉南病院・婦人科（金・土曜午前のみ）りんくう南浜3-7 
薀80-5618 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだ 
けセットで受けてください。※費用＝600円 

20歳以上の市民 
平成17年5月1日～11月 
30日までの間に１回受 
診できます。 

（２歳６か月児歯科健康診査・親子教室） 
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▼
と
き
＝
八
月
八
日
豺
、
十
七

日
貉
、
二
十
六
日
貊
、
九
月
八

日
貅
、
九
日
貊
、
二
十
二
日
貅
、

三
十
日
貊

午
前
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
各
三
十
人

▼
費
用
＝
無
料
（
喀
痰
検
査
は

有
料
四
〇
〇
円
）

▼
内
容
＝
胸
部
Ｘ
線
撮
影
（
必

要
な
方
に
は
喀
痰
検
査
）

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）

▼
申
込
み
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
ま
た
は
電
話

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

糖
尿
病
検
査
で
「
要
指
導
」

と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
、

保
健
師
が
個
別
指
導
を
中
心
に

生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援
し
ま

す
。

▼
と
き
＝
九
月
十
二
日
豺
、
二

十
六
日
豺
、
十
月
三
日
豺
、
六

日
貅
、
十
三
日
貅
、
十
八
日
貂
、

二
十
一
日
貊
、
十
一
月
十
日
貅
、

十
二
月
頃
と
一
月
（
予
定
）。
九

回
一
コ
ー
ス
。
九
月
二
十
六
日

豺
は
医
師
の
講
演
会
を
し
ま
す
。

日
時
は
一
部
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

午
後
一
時
半
か
ら
二
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
十
人

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
八
月
三
十
一
日
貉

ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

た
は
電
話

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

糖
尿
病
や
糖
尿
病
の
可
能
性

の
あ
る
方
、
ま
た
関
心
の
あ
る

方
を
対
象
に
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
六
日
豺

午
後
一
時
半
〜
三
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
＝
曽
和
亮
一
さ
ん
（
医

師
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

七
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
二

歳
六
か
月
児
歯
科
健
診
に
ミ
ニ

講
座
等
が
加
わ
り
ま
し
た
。
名

称
は
、「
ニ
コ
ニ
コ
う
さ
ぎ
健
診
」

で
す
。

や
ん
ち
ゃ
盛
り
の
二
歳
代
、

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う

な
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

対
象
・
持
ち
物
等
は
左
表
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
八
月
一
日
豺
、
二
日

貂
、
四
日
貅
、
五
日
貊
、
八
日

豺
、
九
日
貂
各
午
前
十
時
〜
十

一
時
半
、
午
後
二
時
〜
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
七
階
研
修
室
Ｉ

Ｊ
Ｒ
環
状
線
・
地
下
鉄
森
ノ
宮

駅
下
車
東
へ
三
五
〇
ｍ

▼
対
象
＝
小
学
生
（
主
に
三
〜

六
年
生
）
お
よ
び
保
護
者
の
方

▼
定
員
＝
各
八
十
人

▼
費
用
＝
無
料

▼
内
容
＝
献
血
や
血
液
の
お
話
、

所
内
見
学
、
記
念
品
贈
呈

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
大
阪
府

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
企
画
課

薀
０
６
・
６
９
６
２
・
７
０
０

３▼
と
き
＝
九
月
八
日
貅
、
九
日

貊
、
二
十
二
日
貅
、
三
十
日
貊
、

十
月
四
日
貂
、
三
十
一
日
豺
の

午
後
一
時
半
〜
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
三
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
各
五
十
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
か
か
と
で
測
定
し

ま
す
の
で
、
当
日
は
ソ
ッ
ク
ス

な
ど
素
足
に
な
り
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
ま
た
は
電
話

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
八
月
十
八
日
貅
、
九

月
十
五
日
貅
、
十
一
月
十
七
日

貅
、
十
二
月
十
五
日
貅
の
午
前

中
（
時
間
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
各
七
十
人

▼
費
用
＝
一
、
〇
〇
〇
円

▼
内
容
＝
尿
検
査
、
血
液
検
査
、

医
師
診
察
等
（
必
要
な
方
に
心

電
図
、
眼
底
検
査
）

▼
申
込
み
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
ま
た
は
電
話

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
八
月
十
六
日
貂
、
二

十
三
日
貂
午
後
一
時
半
〜
二
時

半▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
十
一
歳
以
上
十
三
歳

未
満
（
第
二
期
）
で
、
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方

▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記

用
具

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

肺
が
ん
検
診
は
予
約

制
に
な
り
ま
し
た

二
歳
六
か
月
児
歯
科

健
診
が
変
わ
り
ま
し
た

糖
尿
病
予
防
教
室

「
油
断
大
敵
、
糖
尿
病
」

骨
密
度
測
定
を

実
施
し
ま
す

講
演
会
「
糖
尿
病
っ
て

ど
ん
な
病
気
？
」

献
血
お
も
し
ろ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

の
予
防
接
種
を
実
施

基
本
健
康
診
査
を
実
施

有
料
、
予
約
制



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）
※放送時間が４月から変更となっています。
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ
コム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

８月　１日豺 
　　　～ 
８月１４日豸 

８月１５日豺 
　　　～ 
８月３１日貉 

奈良県吉野の龍門一揆跡地や田原本 
の弥生時代を代表する唐古・鍵遺跡 
など奈良の見所を講師の先生の説明 
とともに紹介します。 

秋の交通安全週間を目前にし、近年 
増加傾向にある高齢者の交通事故防 
止の一環として、実体験型の講習会 
の様子をお届けします。 

校区人権協フィー 
ルドワーク吉野・ 
田原本を訪ねて 

高齢者対象 
交通安全大会 

10

６月２５日から７月１６日までの毎週土曜日全４回のパソコン教室を取材しました。泉南市に居ながらにして愛知万博の各
パビリオンをインターネットで見学する内容の教室でしたが、対象は小学２年生から４年生、まだ学校で習っていない漢字も
多く存在するインターネットの世界を教えるために、講師の先生も黒板や身振りを交えて工夫をこらし、中には初めてパソコ
ンに触れる子どももいて、マウスの細かな操作に戸惑いながらも子ども達同士でも教え合いながら、ホームページからパソコ
ンの壁紙の取り込みまで成功させていました。最後に講師の先生は、ゲームとは違いインターネットの世界では、１つの操作
がどういった結果を生むかということを学び、想像力育成の一助になればとも語ってくれました。 （７月２日）

青少年センターパソコン教室
インターネットで万博見学

梅雨入り後しばらくして、ようやく雨が少しぱらついた
この日、長慶寺のあじさいをみてきました。好天に恵まれ
た日のお昼時には弁当をひろげ、あじさいを観賞される
方々が沢山みられる長慶寺、雨のため人影はまばらかと思
いきや、雨の上がりはじめとともに続々と駐車場に車が詰
めかけ、ハンカチを片手に境内を散策される市民の皆さん
が大勢いらっしゃり、軒先では、やはり用意された弁当で
昼食を楽しまれる方もいらっしゃいました。一方あじさい
の方は少し枯れかけたものも一部ありましたが、まだまだ
つぼみでこれから大きく花咲こうとするものも沢山みるこ
とが出来、梅雨本番を予感させるものでした。（６月１６日）

ピンクに紫、色とりどり
長慶寺あじさい
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猛
暑
が
続
き
、
家
族
で
水
辺

へ
出
か
け
た
り
、
子
ど
も
達
で

水
遊
び
を
す
る
こ
と
が
多
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
水
に
よ
る
事
故
は
、

水
泳
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
日

常
生
活
の
中
で
、
思
わ
ぬ
水
に

よ
る
危
険
に
出
会
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
遊
泳
時
等

の
注
意
事
項
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

☆
「
安
全
な
水
泳
の
条
件
」

①
一
人
で
は
泳
が
な
い
。

②
初
め
て
の
場
所
で
、
初
め
て

の
者
だ
け
で
泳
が
な
い
。

③
真
夏
の
炎
天
下
で
は
泳
が
な

い
。

④
背
負
っ
た
り
、
抱
い
た
り
し

て
泳
が
な
い
。

潸
あ
ま
り
泳
げ
な
い
者
が
浮
き

輪
な
ど
で
深
い
所
へ
行
か
な
い
。

⑥
悪
ふ
ざ
け
や
溺
れ
た
ま
ね
を

絶
対
し
な
い
。

⑦
船
や
休
憩
台
等
の
下
を
潜
り

抜
け
な
い
。

⑧
泳
ぎ
に
行
く
と
き
は
、
行
き

先
や
帰
宅
時
刻
を
家
の
者
に
言

っ
て
お
く
。

★
輊
も
し
溺
れ
て
い
る
者
を
発

見
し
た
場
合
軫

ま
ず
、
発
見
し
た
ら
溺
者
か

ら
目
を
離
さ
ず
に
そ
の
場
で
周

囲
の
者
に
知
ら
せ
、
水
面
に
顔

を
出
さ
せ
救
助
者
を
待
つ
。
そ

し
て
、
棒
や
タ
オ
ル
、
上
着
な

ど
を
投
げ
、
つ
か
ま
ら
せ
て
引

き
よ
せ
る
。

救
助
の
方
法
は
、
泳
げ
る
人

だ
け
の
特
殊
技
能
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、「
泳
が
な
い
で
救
助
す

る
」
こ
と
が
で
き
れ
ば
最
善
の

方
法
な
の
で
す
。

※
日
焼
け
や
日
射
病
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
日
焼
け
は
一
種

の
熱
傷
な
の
で
予
防
し
、
日
射

病
は
、
日
陰
の
涼
し
い
場
所
へ

運
び
、
衣
服
を
ゆ
る
め
楽
に
寝

か
せ
る
。
体
温
が
高
い
と
き
は
、

頭
を
冷
や
し
た
り
、
水
で
体
を

拭
く
。
飲
物
を
ほ
し
が
っ
た
ら
、

水
、
で
き
れ
ば
う
す
い
食
塩
水

を
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
医
師
の

診
察
も
受
け
ま
し
ょ
う
。

泉
南
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
はh

ttp
://

w
w
w
.city.sennan.osaka.jp/̃

sensyou/

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

水
辺
の
事
故
に
注
意
邇
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梅雨の気配もどこへいったのか、朝から快晴に
恵まれ気温もうなぎ登りとなったこの日、「人権の
歴史を大和で問いなおす」と題して校区人権協フ
ィールドワークが実施され奈良県吉野町を訪れる
バスに同行しました。吉野町に向かうバスの中で
も、参加者の皆さんは、何かを学んで帰ろうと配
られた資料に熱心に目を通している様子でした。
また、龍門一揆の舞台となった山口神社や平尾代
官所跡の見学では、流れる汗を拭いながらも、講
師の先生の説明に熱心に耳を傾け、やむにやまれ
ぬ農民達の心情や代官をうちすえたシーン、その
後の処分を受けた農民達の姿など、思い思いに眼
前に描いている様に感じられ、その「何か」を学
ばれたのではないでしょうか。 （６月２５日）

人権の歴史を大和で問いなおす

校区人権協フィールドワーク
６月号「広報せんなん」で募集をはじめた「せ

んなんのたからもの」。これまでに、石碑、お宮さ
ん、ツツジの老木、信達市場の風習などをまとめ
た書物、などの応募がありました。石碑は、和歌
山市酒造組合が岡田で酒小売業を営んでいた個人
の功績をたたえ明治時代に建てたものです。お宮
さんは、江戸時代、堀河に個人が建てたもので、
今も氏神さんとして親しまれています。ツツジの
老木は、枝の広がりが２ｍほどで、樹齢は２００
年になるのではとのことです。信達市場の風習な
どをまとめた書物は、明治時代の年中行事や、戦
中戦後の様子を記したものです。これからも募集
を続け、展示会や市内散策などで活用する予定で
す。応募・問合せは、埋蔵文化財センターまで。

思い思いの「せんなんのたからもの」
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紀泉わいわい村は、平成１５年春に一般の方も

利用できる里山の自然学校として金剛生駒紀泉国

定公園内の堀河地区にオープンしました。宿泊施

設として昔懐かしい茅葺風コテージ（写真上段）

が６棟、テントプレースが２５サイトあり、その

他に研修棟、食堂棟、茅葺棟、シャワー棟があり

ます。また、テントサイト近くには野外炊事場

（写真中段）、キャンプファイヤー場等も整備され

ています。

ここでは、自然体験プログラム・里山生活体験

プログラム・季節あそび体験プログラムなど田ん

ぼや畦道、野原をフィールドとした多様な体験プ

ログラム（写真下段）が用意されています。

また「紀泉わいわい村ZERO Project」とし

て環境教育にも力をいれており、外部への廃棄物

搬出ゼロをめざした運営に努めています。

紀泉わいわい村は、滞在した方々に里山の暮ら

しや自然体験を通して、環境負荷のない生活への

動機づけとなることを願い運営されています。

紀泉わいわい村のお問合せ先

〒５９０－０５１１泉南市信達葛畑２０７番地

薀祕０６６１蕭祕０６６２

ホームページhttp://www.osakaymca.or.jp/

shisetsu/kisenwaiwaimura/index.html

１２回にわたって泉南市の季節に応じたイベントやスポット
を紹介していきます。 （８／１２回）
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